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挨 拶 
剣道専門分科会 会長      

長尾 進（明治大学 教授） 
 

会長を仰せつかってからはや

2 年半が経とうとしており、残

す任期もあと半年ほどとなりま

した。2020 年 1 月の日本におけ

る新型コロナウイルス感染症発

見とその後の流行は、オミクロ

ン株による流行第 7 波を経験し

ましたが、それでも社会におい

ては少しずつコロナ禍前に戻ろ

うとする動きが加速しつつあり

ます。 

日本武道学会および当専門分

科会におきましても、コロナ禍

を契機としてオンラインでの発

表や企画が工夫されてきました

し、そのことは今後も財産とし

て遺っていくことと思います。

一方で今年の日本武道学会第 55

回大会（9 月 3 日・4 日）は、桐

蔭横浜大学さんに多大なご尽力

をいただき、3 年ぶりに対面で

盛会裏に開催することができま

した。剣道関係の発表も多く、

会場のあちらこちらで最新の情

報交換をする姿や旧交を温める

姿がみられ、また、剣道分科会

企画（対面＋オンラインのハイ

ブリッド開催）にもこれまでに

ないほどの多くの会員（とくに

大学院生）が会場に参加いただ

き、対面開催の良さをあらため

て感じた次第です。 

さて、日本の剣道界を見ます

と、コロナ禍での大会や審査会

もガイドラインや暫定的試合審

判法を遵守し、かつ種々工夫し

ながら開催が継続されてきまし

た。また、制限付きではありな

がら有観客での大会も少しずつ

増えてきました。 

海外に目を転じますと、コロ

ナ関連の制限がいち早く緩和さ

れているヨーロッパにおいて

は、今年の 5 月に第 31 回ヨーロ

ッパ剣道選手権大会（31stEKC）

がドイツ・フランクフルトで 3

年ぶりに盛会裏に開催され、旧

交を温め合う姿や、合同稽古や

フェアウェルなどで「交剣知

愛」を堪能する多くの剣道家た

ちの姿を目にすることができま

した。 

その 31stEKC で印象的な出来

事がありました。ロシアの侵攻

を受け、稽古もままならないウ

クライナの剣士たちが、フラン

ス在住の剣道家が発起人となっ

たクラウドファンディング（日

本からの寄付も多かったと聞き

ます）や開催国ドイツ剣道連盟

の参加費支援もあって、国外に

出ていた選手を中心にジュニア

1 人、男性 3 人、女性 5 人が大

会に参加できたことでした（詳

しくは、オランダ在住のフリー

ジャーナリストで剣道五段の佐

藤まり子さんがいくつかの記事

を書かれインターネット上でも

公開されていますので参照くだ

さい）。もとより同国の剣道は発

展途上のところであり、かつ稽

古不足もあって上位進出はなり

ませんでしたが、彼らの参加を

サポートした人たちの熱意と、

それに精一杯応えようとする彼

らの奮闘は、心を揺さぶられる

ものがありました。 

彼らの家族のなかには、爆撃

を受けている町に住んでいる人

もいるとのことで、おそらく大

会に参加していてもそうしたこ

とが心をとらえて離れなかった

ことでしょう。しかし、それで

も彼らはこの大会に参加するこ

とを選択しました。佐藤さんの

記事によれば、ウクライナ剣道

連盟 Kostyantyn Stryzhychenko 会

長は「ウクライナの剣士たちに

とって大会参加は、‘希望’の一

つだった」とのことです。私も
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合同稽古で彼と剣を交え会話も

しましたが、悲惨・困難な状況

下にあっても‘希望’となりう

る剣道のもつ価値をあらためて

認識させられました。 

今号における酒井利信分科会

幹事長の記事（本年度学会大会

時の分科会企画における講演）

には、ユーゴスラビア紛争時の

元兵士を対象とした研究が紹介

されています。剣道・武道が

‘癒し’ としての意義や効果を

もつ可能性や、剣道・武道のも

つ教育力が海外でどのように通

用するかに焦点をあて、従来の

文献学的手法に質的データ分析

法を援用しつつ新たに構築した

「文献学＋質的研究」の方法論

により論証しています。ぜひ一

読ください。 

昨年も書きましたが、コロナ

禍において稽古環境がままなら

ないことも影響しているのか

（日本もその傾向があります

が）海外においては剣道離れが

著しく、どの連盟も会員数を大

きく減らし財政的にも困窮して

います。そうしたなか、若い年

齢層に訴求力のある世界剣道選

手権大会（WKC）の早期再開を

強く望む声は各国から寄せられ

ていました。WKC 開催国は現在

では立候補制で選ばれますが、

2022 年 6 月に行われた FIK 書面

総会の結果、次回 19thWKC は

2024 年 7 月 4 日～7 日にイタリ

ア・ミラノで開かれることが決

定しています。 

一方で、コロナに関する制限

の緩和は、国や地域によって

区々です。たとえばヨーロッパ

では、医療機関内や公共交通機

関内などを除いてはほぼマスク

着用義務が緩和されている国が

多く、その国の文化や法令との

観点からマスクの着用に否定的

な国・地域が多くあります。 

先にもふれましたが、日本の

剣道界では剣道マスクとシール

ドの着用および鍔競り合い時の

掛け声禁止を中心とする感染拡

大予防策により、稽古・大会・

審査等を継続してきています。

そのこと自体は多とするもので

ありますが、このように国や地

域によって感染予防対策や法

令・文化に違いが出てきている

状況下で、次の WKC に向けて

どのような試合運営方法が最適

であるか、難しい面がありま

す。 

昨年・今年の大会において、

面マスク着用と経皮的動脈血酸

素飽和度や心拍数との関係に関

する研究発表がありました。現

況において被検者やサンプル数

の確保等なお難しい面があるか

もしれませんが、ぜひ最新のデ

ータや知見を提供・発信し続け

ていただきたく思っています。 

こうした緊急性の高い研究へ

の要望とは別に、一方で剣道・

武道の意義・特性についてのマ

クロな視点からの研究も望まれ

ます。日本の現代武道や古武術

を真摯に修行しつつ、日本およ

び東南アジアの武術・武道研究

に大きな足跡を残した故Donn. F. 

Draeger（ドレーガー）が創始し

たホプロロジー（hoplology、武

器学・戦闘学）という研究領域

には、martial combative systems

（軍用武術）とcivil combative 

systems（民間武術）という区分

法がありますが、日本の現代武

道はそこでは「民間武術」に位

置付けられます。一方でDraeger

は、日本武道の「道」を、「自

己修養の手段としての旅であ

り、最終的には自己完成につな

がるもの」と認識していました

（アレキサンダー・ベネット

氏）。 

先に紹介した「希望」「癒

し」「教育力」などを含む剣

道・武道の意義・価値につい

て、今の時代に即した観点から

とらえ直す研究の必要性を感じ

ており、分科会会員各位の意欲

的な研究発表や投稿、その成果

の公開・発信に期待していま

す。 
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1．イントロダクション 

【阿部】これより、日本武道学

会第 55 回大会剣道専門分科会研

究会を開催いたします。改めま

して、本企画は、武道ワールド

との共催の元、第 20 回武道ワー

ルド・セミナーを兼ねて開催さ

せていただきます。司会を務め

させていただきます、東北文教

大学短期大学部の阿部弘生と申

します。本日はよろしくお願い

いたします。今年度の剣道専門

分科会研究会は、「武道学におけ

る精神文化史研究 序説－研究方

法論の探求－」と題し、酒井利

信先生よりご講演をいただきま

す。多くの研究業績をお持ちの

酒井先生より、これまでの研究

の過程を、特に研究方法を試行

錯誤されたご経験を中心にお話

をしていただけるということ

で、有意義な時間になると考え

ています。90 分という短い時間

ではありますが、よろしくお願

いいたします。 

【大塚】阿部先生と共に、本日

の司会を務めさせていただきま

す、東海大学の大塚真由美で

す。酒井先生に気持ちよくご講

演いただきますよう、精一杯務

めさせていただきます。よろし

くお願いいたします。それでは

酒井利信先生のご講演に移らせ

ていただきます。 

ご講演に先立ち、酒井先生に

ついてご紹介させていただきま

す。酒井先生は、今回の会場と

も隣接しております、桐蔭学園

高等学校を 1983 年 3 月にご卒業

されました。その後、1987 年、

筑波大学体育専門学群をご卒

業。1990 年、筑波大学大学院修

士課程体育研究科を修了され、

筑波大学体育科学系文部技官・

助手、清真学園女子短期大学専

任講師・助教授。2003 年、平成

15 年に筑波大学体育科学系専任

講師として着任され、2013 年、

筑波大学体育系教授にご昇任さ

れました。その間、2002 年、平

令和 4 年度日本武道学会第 55 回大会剣道専門分科会企画講演 

武道学における精神文化史研究 序説 
－研究方法論の探究－ 

講 師：酒井 利信 氏（筑波大学体育系・教授） 
司 会：大塚 真由美 氏（東海大学体育学部・准教授） 

阿部 弘生 氏（東北文教大学短期大学部・准教授） 
日 時：令和 4 年 9 月 4 日（日）14：00～15：30 
場 所：ハイブリッド（対面・オンライン）形式 
共 催：BUDO WORLD 

参加者は対面で約 60 名、オンラインで約 30 名と盛況であった 司会の大塚氏と阿部氏 
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成 14 年 3 月に、博士号（体育科

学）を取得されました。 

また、現在、筑波大学体育会

剣道部において、副部長として

後進の指導に当たっておられま

す。 

現在、身体運動文化学会理事

長、日本武道学会常任理事、武

道文化フォーラム理事、全日本

剣道連盟資料小委員会委員な

ど、様々なお立場にてご活躍な

さっておられます。 

酒井先生のご著書、研究業績

につきましては、講演スライ

ド・資料にございますので、こ

こでは割愛させていただきま

す。なお、講演のスライドにつ

いては、お手元のパソコンやス

マートフォンでご覧いただける

よう、Zoom の URL をお知らせ

しております。また、Zoom の

チャットにて資料を配布いたし

ます。適宜ご使用いただければ

と存じます。皆様におかれまし

ては、講演の間は Zoom の音声

とマイクをミュートにしていた

だきますようお願いいたしま

す。では、これより「武道学に

おける精神文化史研究 序説－研

究方法論の探求－」というテー

マにて、酒井先生のこれまでの

研究の振り返り、近年の研究活

動、今後の計画についてお話し

いただきます。酒井先生、お願

いいたします。 

 

2．講演 

【酒井】ただいまご紹介いただ

きました、筑波大学の酒井でご

ざいます。今日は限られた時間

ですが、どうぞよろしくお願い

いたします。今ご紹介がありま

したように、私はこの桐蔭学園

出身です。中学高校 6 年間、こ

の地に毎日通いまして、剣道の

稽古並びに勉強をしていまし

た。青春時代の前半ですね、非

常に思い出深い、私にとっては

大切な場所であります。そうい

った母校で、今回こういったお

話をさせていただくという機会

を与えていただきましたこと

に、非常に感謝しております。

何よりもご依頼いただきまし

た、事務局の先生並びに準備を

していただきました先生方に御

礼を申し上げたいと思います。 

それと、母校ということを申し

上げましたが、今日は特別に、

私の恩師であり、私の頃の桐蔭

学園剣道部の監督であられまし

た、十川英一先生にご臨席いた

だいております。ご紹介をさせ

ていただきます。 

それでは本題に入っていきた

いと思いますが、今回は第 55 回

大会の剣道専門分科会並びに第

20 回武道ワールド・セミナーの

共催ということになっておりま

すが、この武道ワールドとは何

かといいますと、これは科研費

のプロジェクトで始めたんです

が、2012 年から武道文化に関す

る学術的情報を、日本語と英語

で、アレックス・ベネット先生

が今日いらっしゃいますが、協

力いただきまして、ネット上で

配信をする、あるいはフォーラ

ムを行うというようなプロジェ

クトを、もう 10 年ぐらいやって
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きております。色々な映像も作

ってきております。もし興味が

あれば見ていただきたいと思い

ますが、「武道ワールド」という

ふうに検索しますと最初に出て

きます。この第 20 回の武道ワー

ルド・セミナーとの共催という

ことで、今回はさせていただく

ということになります。 

タイトルですけども、研究の

ことを話せということでしたの

で、私の研究してきた武道学に

おける精神文化史研究について

です。まだ志半ばですので序説

というふうにさせていただきま

したが、研究方法論を中心に、

今回の話をさせていただこうと

いうふうに思っております。 

それで、自分の研究をどうや

ってきたかっていうのはあんま

り振り返ってきたこともないん

ですね。だから今回は非常にい

い機会をいただいたというふう

に思っておりますが、まずは自

分がどういう研究をしてきたか

ということを振り返り、近年の

研究活動として最新の研究成果

をご紹介しようと思います。去

年の武道学会で発表した内容に

なりますが、その後少しだけで

すが、今後の計画についてお話

をする、というような手順でレ

クチャーさせていただければと

いうふうに思います。 

今回色々振り返ってみてです

ね、それでもう家中ひっくり返

して色々な写真を引っ張り出し

てきました。それで振り返って

思うことは、やっぱり私自身、

多くの先生方や人とのご縁に恵

まれてきたなということを、ず

いぶん感じます。目標として

は、「文武両道」ということを目

標にやっていますが、なかなか

難しいんですよね。いつもこの

辺にもう一人の自分がいて、「お

前は両方中途半端だな」と言っ

ています。もうちょっと頑張ら

なきゃいけないなというふうに

思っていますが、目標としては

文武両道です。それで、このス

ライドの右の方が「武」ですよ

ね。左の方が「文」ですけど

も、「武」の方はですね、小さい

頃から色々な先生方に剣道を教

えてもらいましたが、今日ご臨

席いただいています十川先生に

教えていただいた剣道観という

のが私の基礎になっているわけ

ですけども、その後筑波大学に

進学をしまして、この右上です

ね、これはおそらく佐藤成明先

生の退官のときの写真ではない

かというふうに思いますが、私

が学生時代の部長でありました

今井三郎先生と佐藤成明先生で

すね、あと香田先生もここにい

らっしゃいますが、お世話にな

りました。今はこの道場で学生

と一緒に稽古をしながら、後進

の指導にあたっております。 

この右側の「武」の方をお話

ししようとしますと、どれだけ

迷惑をかけてきたかということ

になりますので、それはそれで

面白いんですが、今日はこちら

の方はちょっと措いておきまし

て、左の方の話になります。左

の「文」の方ですが、私は武道

学という領域ですが、この左上

の写真は筑波大学の武道論研究

室ですね、主任教授でありまし

た渡辺一郎先生。それから、入

江康平先生、藤堂良明先生にご

指導いただいてきています。大

保木会長いらっしゃいますか、

大保木会長にもすごくお世話に

なりました。今はああいう感じ

ですけど、当時はめちゃくちゃ

でしたよね。本当にお世話にな

り、よく飲ませていただきまし

た。こういった先生たちにお世

話になったんですが、何よりで

すね、この武道論研究室で、一

番やっぱり、何と言いますか、

影響力が大きいのは中林信二先

生ですね。東京教育大学に武道

学科ができるときにこれを作り

上げていった。渡辺一郎先生と

ですね。この中林先生ですけど
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も私が大学 4 年生の春に若くし

てお亡くなりになりまして、私

自身は中林先生に研究の指導を

受けたことは、ほとんど記憶に

ないですね。4 年生のときにお

亡くなりになりましたので、た

だ 3 年生から武道学のゼミに入

っていましたから、悪さをして

中林先生から他の先生に電話し

てもらって謝ってもらったと

か、そういう記憶はあるんです

けども、研究に関してはあんま

り覚えていないです。 

ただ、中林先生がお亡くなり

になった後でですね、当時技官

をされていました前林清和先生

が色々繋いでくれまして、この

方は中林先生が懇意にされてい

ました高橋進先生ですね。この

先生は哲学思想学系の先生であ

ります。あと、実際に教えても

らっていないんですが、大学院

のときに退官されました哲学思

想学系の湯浅泰雄先生ですね。

それから中林先生のご縁ではな

いんですが、別のご縁でお世話

になりました竹本忠雄先生。こ

ういった先生方の影響を多分に

受けて今までやってきておりま

す。後ほどお話をしますが、刀

剣の思想ということを私はやっ

てきていますが、これは大保木

先生に最初紹介していただいた

んですが、藤安将平という刀鍛

冶の先生です。宮入行平という

人間国宝の刀匠がいますが、そ

の高弟ですけども、この方とも

親しくさせていただき、ここま

で来ているということでござい

ます。 

それで振り返りですけども、

どういう仕事をしてきたのかっ

ていうのは、どういう論文を書

いてきたのかというのを見ると

分かるかなと思い、ざっと書い

ています。左側が今まで書いて

きた論文。右側は、我々の分野

はそんなにお金がかかる分野で

はないんですが、ただやっぱり

研究費がないと研究ができませ

んので、科研費ですね。外部資

金を獲得してきた状況というの

が、どういうところで、どうい

うふうにリンクしているかとい

うのをわかるように表示しまし

た。多分皆さん今ですね、小さ

くて見えないじゃないか、とい

うふうに思っておられると思い

ますが、見えなくていいんで

す。見えると粗が見えますの

で、わざと小さくしておりま

す。 

このスライドは原著論文です

ね、筆頭の主要論文を並べまし

て、自分の経歴をここにザーッ

と書いて、いつごろどういう論

文を書いたということがわかる

ようにしてみました。この中で

大きな研究方法論上の転換期と

いうのが 2 回あります。それが

8 番ですね。それから 35 番であ

ります。その話を今日はしてみ

ようというふうに思っていま

す。 

今日は研究方法論の話ですの

で、先ずは研究方法論とは何か

っていうと、この図のイメージ

ですね。その前に研究とは何

か。勉強と研究は違うわけです
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よね。勉強というのは、世の中

で既にわかっていることを知識

として身につけていくこと。研

究というのは、世の中でわかっ

ていない未解決問題の解明とい

うことになります。この未解決

の問題を、問題として設定し、

何かブラックボックスみたいな

ものがあって、その中に問題が

入っていくと答えが出てくると

いう、このブラックボックスみ

たいなものが研究方法論という

ふうに私の中ではイメージして

います。今日は、ここの部分を

中心に話をしていくということ

になります。 

最初ですね、大学 4 年生で卒

業論文のテーマを決めなきゃい

けないというときに、さて何し

ようかというふうに考えたんで

すね。中学高校のときに十川先

生に剣道を教えていただいて、

この写真では十川先生の周りに

暑苦しい子供がいっぱいいます

が、この中に 1 人だけ利発な子

供がいる。これが私ですが、そ

ういった中で「打つんじゃない

んだ。切るんだ」ということを

随分習いましたね。それで卒論

のテーマを決めるときに、「そん

なことを言われたな。どうも剣

道の場面だけじゃなくて、日本

人には刀剣を一種神聖なものと

して見るような思想がありそう

だ」ということに気が付きまし

て、これを研究テーマとしまし

た。刀剣の思想というのは、「刀

剣を単なる武器としてではな

く、一種神聖なものとして見る

思想」ということになります。

これを何らかの研究方法論の中

に入れていかなければいけない

ということなんですけれども、

ちょうど亡くなった中林先生の

荷物を先輩たちが整理している

ときに、メモ書きみたいなもの

が出てきたんですね。そのとき

のメモを見ると、どうも刀剣と

いうのは一種の象徴機能があ

る。例えば神社の御神体として

祀られている剣は、神の象徴と

して祀られている。それから三

種の神器としての草薙剣、これ

は天皇の位、地位の象徴として

機能している。「刀は武士の魂」

といわれるのは、心の象徴とし

ての機能があるということで、

「象徴」ということがどうもキ

ーワードになりそうだというこ

とで、象徴論をずいぶん勉強し

ました。この象徴論を勉強して

いくとですね、レヴィ＝ストロ

ース（1908～2009）という人が

出てくるんですよ。これはフラ

ンスの文化人類学者で、1960 年

代に「構造主義」を提唱して一

世を風靡してますね。サルトル

との論争も有名ですけども、こ

のレヴィ＝ストロースというの

がやたら出てくる。そこでレヴ

ィ＝ストロースを勉強するしか

ないということで、レヴィ＝ス

トロースの構造主義を徹底的に

勉強しました。 

構造主義というのは何かとい

うと、「構造とは、要素と要素間

の関係からなる全体であって、

この関係は、一連の変形過程を

通じて不変の特性を有する」。何

を言っているのかわからないと
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思うんですが、この要素とは何

かというと象徴としての刀剣、

そして象徴対象としての神であ

るとか心であるとか、それを認

識する人間、この三者の関係が

一定の関係性を保ちながら何か

変形していく、どういう変形を

していくのかっていうことを解

明しながら、論文を書いていっ

たっていうのが、この 7 番まで

の論文です。 

この 7 番の論文は日本武道学

会で優秀論文賞をいただいてい

ます。それで 8 番ですが、実は

先ほど言いました高橋進先生で

すね。中林先生が亡くなった後

に、前林先生に引き合わせても

らいましたが、まず「お前た

ち、先生が亡くなったら苦労す

るぞ」と。剣道七段の先生で

す。中林先生との関係もあっ

て、「僕にできることだったら何

でもするから」というようなこ

とも言っていただきました。そ

れで、この高橋先生が主催をし

ている倫理学研究会ですね。こ

れは筑波大学の哲学思想学系の

倫理学教室が主催をしているも

のですが、箱根の強羅で毎年夏

やるんですね。1 泊で、1 人の持

ち時間が 1 時間です。40 分発表

の 20 分質問ですね。ここで「発

表してみないか」と言われまし

た。これは怖かったですね。当

時、体育系の技官でした。体育

系の人間が哲学思想のプロパー

の前で 1 時間喋るというのは、

これは本当に怖かったですね。

だけど、これは勝負するしかな

いんですよ。だから、お願いし

てやりましたね。 

全部出したんです、全部。こ

の象徴論も全部話しました。今

までやってきたものを全部出そ

うと思って。そしたら、みんな

結構「面白い」と言ってくれま

したよね。「何よりも自由だ」

と。それは先生がいないから自

由です。こういうことを言って

もらって、ちょっと調子に乗っ

ていたんですが、もう最後の最

後ですね、高橋先生からものす

ごい怒られた。一喝されました

ね。「安易に人の方法論を使う

な、研究方法論は自分で一生か

けて作り上げていくものだ」

と。もう会場がシーンとしまし

たね。それで「自分がレヴィ＝

ストロースにならなくてどうす

るんだ」ということを、もうガ

ツンと言われました。それでも

うどうしようかと。学会賞もも

らっています。しかし、もうこ

の研究方法を全部捨てました。

今考えれば、それで良かったと

思います。刀剣の思想みたいな

生身の人間の精神性の問題を、

こういった構造主義に基づいた

象徴論のような、無機質なもの

にしてしまったらやっぱりいけ

なかったんですよね。 

高橋先生に怒られまして、そ

こから高橋先生に指導していた

だくようになり、まずは「和辻

哲郎の『日本精神史研究』を読

みなさい」ということを言われ

ました。何回も読んだんです。

何回も読みましたが、全然わか

りません。未だにわからない。

もう研究方法論が前に全然出て
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こないんですよ。だけど、やっ

ぱり人文科学の研究とはこうい

うものなんだっていう、ものす

ごい迫力がありましたよね。こ

れを教えてくれたのかなあとい

うふうに当時思いましたね。 

それで、高橋先生は色々教え

てくださったんですが、高橋先

生が博士論文を書かれる時に、

当時は若くして博士をとる人な

んてほとんどいなかったんです

ね、それを 30 代で博士をとられ

た。「その時には手書きでカード

を書いて、そのカードが下から

積み上げると胸の高さまで来る

ぐらいまで俺はやったんだ」

と、高橋先生が言われるわけで

すよね。だけどそのときは、何

て言いますか、高橋先生は古い

人だからこうやってやったんだ

けど、今はコンピュータソフト

でカード型のソフトがいっぱい

あるから、データベースを作っ

ていって、それに打ち込んで検

索していけばいいんだと思っ

て、そういうふうなやり方をや

ったんですよ。そしたらね、一

向に駄目ですね。一向に考えが

深まらない。ということで、や

ってみました。高橋先生のカー

ド法ですね。これは格段に研究

が進みましたね。手書きで、キ

ーワードをつけて、通し番号を

つけて、キーワードごとに分類

していくんですが、これは、1

つは情報の圧縮です。ですか

ら、資料を精読しなきゃ駄目で

すよ。精読しないとどこをカー

ドにしていいかわからないか

ら、全部書かなきゃいけなくな

る。写経みたいになっちゃう。

だけど精読した後に、大事なと

ころだけを手で書いて、そうい

うことによってこの資料の内容

に入り込んでいく、有効な方法

なんですね。ですから資料その

ものにダイレクトな答えはない

です。そのまま書いてないです

から、刀剣の思想がどうかなん

て『古事記』の中には書いてい

ない。だから、行間を読むとい

いますか、その資料の奥にある

ものを読み込んでいくための、

この方法というのがカードで書

いていくということだというふ

うに、私は理解しています。そ

れを「カード法」というふうに

私は言っていますが、これは人

文科学の研究では効果がありま

すね。だからこればっかりやり

ましたよ。もう空いている時間

はそればっかり。これを 900 枚

以上書きました。最初はボール

ペンで書いたんですよ、そうし

たら肘を痛めるんです。小さい

字を書くと。えらい目にあいま

したが、その時に佐藤成明先生

に「カードを書き過ぎてビール

ジョッキも持てなくなったんで

すよね」と言ったら、「ビールジ

ョッキって言うな、竹刀かペン

と言え」とえらく怒られたのを

覚えてますけども、そのぐらい

やりました。それがあったの

で、高い万年筆を買って、万年

筆で書くようになった。万年筆

は大したもんですよね。効果が

ありました。こうやってなんと

なく、自分のイメージというの

がまとまってきたら、絵を書く
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んですね。床に大きい模造紙を

置いて、そこにマジックで絵を

描く。それで自分の考え、思想

構造というのをまとめていく。

これは数学の先生に教わったん

ですが、ノートに絵を書いても

いいんですけども気持ちが小さ

くなる。大きい絵を描くと、気

持ちが大きくなって、研究自体

も大きくなる。こういうやり方

をしてきましたね。 

もう 1 つですね。高橋先生か

ら言われ続けたのは、「一里塚を

早く築け」ということをずいぶ

ん言われました。一里塚、これ

は何かというと、早く博士論文

を書いて学位をとれよ、という

ことです。「お前は叩き大工にな

るのか」ということも言われま

したね、「誰でもできる仕事を一

生やっていくつもりか。そうじ

ゃないのであれば、まずは一里

塚、学位を取るように」という

ことを言われました。それで、

実は 2 回怒られてるんですよ

ね、高橋先生に。一喝されたこ

とがもう 1 回あります。目白大

学の学長をされていたときに、

「研究計画をちょっと見せてく

れないか」と言われて、目白の

学長室に持っていったんです

ね。ただ、まだまだだったんで

すよ。自分ではまだまだだとわ

かっていても、行かないわけに

いかないから、それなりのもの

を取り繕って持っていったんで

すが、その時は何も言われなか

ったんですけど、その後です

ね、学会の理事会が終わった

後、大体お寿司屋さんで一緒に

ビールを飲んだりするんです

が、そのときに「酒井君甘い

な！」と。その時、高橋先生の

弟子で佐藤貢悦先生が、この人

はもうすごいですが、一番弟子

ですね。かばってくれて、「酒井

先生は何でもできますから大丈

夫ですよ」と。そしたら高橋先

生が、「甘いって言ったら甘いん

だ！」と。ということで、そこ

でシャキッとしましてですね、

そこからスイッチが入ったとい

うことです。 

それで博士論文を書きました

が、高橋先生にはもう一字一句

揺るがせにすることなく読んで

いただきまして、こういった形

で、鉛筆でずっと書き込んでい

ただいてですね、指導をしてい

ただきました。これはなかなか

できないです。正式には自分の

指導学生じゃないですから。そ

ういった者にここまでやってい

ただいた。これ、何時間かかる

かわからないですしね。自分の

指導学生の原稿を読むのでも、

忙しいときに原稿を持ってきた

らイライラしますから。だけど

もう、それを徹底的にやってい

ただいて、最後はお手紙をいた

だきましたね。「どうなることか

と心配したが杞憂であった」と

いうお手紙で、本当に泣けまし

た。 

高橋先生のおかげで、学位を

取ることができ、その後高橋先

生直伝の行間を読んでいく文献

学で、27 年間論文を書いていっ

たわけであります。様々な人の

影響を受けながら、自分独自の



11 
 

ものへと改変しつつやっていっ

たんですが、どういう人からの

影響を受けたかというと、まず

第一が湯浅泰雄先生ですね。直

接指導していただいたことはな

いです。ただ、大学院のときに

最終講義を聞きに行って、最終

講義の内容はレヴィ＝ストロー

スの内容が入っていたと思いま

す。何て言いますかね、行間を

読む感性ですよね。これがやっ

ぱり、もうすごいなと思って。

この感性を磨いていかないと、

皆同じ文章を読むわけですか

ら、だからこれをどう磨いてい

くかっていうことです。やっぱ

り湯浅先生から学びたいなって

いうことがあって、今も覚えて

いますけど、大学院の 1 年生か

ら 2 年生になる春休みに道路工

事に行って、18 万円もらいまし

た。それで、湯浅先生の本を全

部買ったんです。そうした本っ

てよく読みますよね。この

『神々の誕生』とかですね、そ

れから『歴史と神話の心理学』

であるとか、『気・修行・身体』

であるとか。もうこの辺にはす

ごい影響を受けましたね。 

この『神々の誕生』も、神話

の読み方がやっぱりすごくて。

『古事記』じゃなくて『日本書

紀』を取り扱うんですけど、『古

事記』と違って『日本書紀』っ

ていうのは、本文があって、そ

の他に古くから伝わっている別

伝をずっと載せるんですね。「一

書に曰はく」第一、第二、第

三、第四、第五と、それをずっ

と並べて比較をしていって、神

話の中でモチーフが結合すると

か、それから神話に新しい古い

があるというようなことを論及

する。そういう読み方があるの

かというのを教えてもらいまし

たし、この『歴史と神話の心理

学』は、私は論文のキーワード

に「神話的イメージ」というの

がありますが、これは湯浅先生

のこの研究からの援用です。す

ごく影響を受けました。それか

ら「心身相関的二元論」という

のは、『気・修行・身体』から影

響を受けています。 

それから次、竹本忠雄先生で

すが、フランス文学の先生で

す。フランス在住が長いです。

ですから、外から見ると日本の

武道の精神性というのがいかに

素晴らしいかということがわか

るんですね。宮本武蔵が大好き

ですよね。独特な先生でした。

ご自宅に呼んでいただいて、も

う何時間もレクチャーをしてい

ただいて、これは私にとって財

産ですよね。自分がやっていた

刀剣の思想というのが、日本人

の精神性に関する問題だと、精

神文化の問題だということをは

っきり認識するようになったの

は、竹本忠雄先生のレクチャー

のおかげです。 

本もいっぱいいただきました

しね。三島由紀夫の本ですが、

「私の三島論を知っています

か」とかですね。これなんかも

すごかったですね。アルフレッ

ド・スムラーという人ですけれ

ども、フランス人ですね。ナチ
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スの占領下にあったフランスで

レジスタンス活動をして、アウ

シュビッツに収監されるんです

が、そこでの過酷な経験に耐え

て、奇跡的に生還し、その人が

日本で亡くなるわけですけれど

も、戦後に。その人の話を竹本

先生がまとめているわけです。

竹本先生が言われたのは、「あな

たたち体育の人間は、筋肉の強

さでない人間の強さっていうの

があるのを自覚しなきゃいけな

い」ということを言われました

ね。インテリですよ。ひ弱なで

すね。それがアウシュビッツで

耐え抜いたということですね。

竹本先生は筑波大学を退職され

てから、一時、倫理研究所富士

教育センターに居られたことが

あって、よく日本酒を持って遊

びに行きました。よくしてもら

いましたよね。竹本先生の代表

作はこの『マルローとの対話』

です。アンドレ・マルローはフ

ランスの作家ですけども、ドゴ

ール政権の文化大臣をしたんで

すが、日本にも来ています。こ

のマルローと一番親しかった日

本人研究者が、竹本先生という

ふうに言われています。結局、

外から見た日本文化の素晴らし

さというのを、竹本先生は僕に

教えてくれたというふうに思っ

ています。 

やっぱり、その行間を読んで

いくのに、ただその文章を読ん

でいたら、どうにもならないん

ですよね。なので、その感性を

磨いていかないといけない。そ

ういうことで色々フィールドワ

ークをしました。それで、刀剣

の思想ではやっぱり山伏の思

想、修験道の思想って大きいん

ですよ。やっぱり文献ではわか

らないので、行きましたよね。

修験道思想の取材に。この写真

は兵庫県の三木市ですけども、

あと六甲山の中なんかも行きま

した。車で山の中に行って、朝

早く着いて車の中で寝てたんで

すよね。山伏の人に見つかって

ね、怖いんですよあの人たち。

ものすごく怒られて。でも、実

はこういうことでと、一生懸命

説明したら、逆にすごくかわい

がってくれてですね。この山伏

の護摩壇の儀礼をしているとき

には、「坊主ちょっと上がって来

い」と、やぐらの上に乗せても

らって、「ここから写真撮れ」と

かですね。 

最後にこの燃える護摩壇を崩

していって、道を作るんです

よ、火の道。それでこの山伏の

人たちはそこを歩くんですね、

火渡りです。「坊主それやるか」

って言うんですよ。「やるかって

燃えてんじゃんよ、これ」っ

て。だけど、やらない選択肢は

ないんですよね。歩きました。 

色々なことをしましたね。あ

と草薙剣が壇ノ浦に沈んでいる

っていうから、壇ノ浦に行った

んですよ。壇ノ浦自体はもう観

光地になっていて、さほど感じ

るものはなかったんですけど

も、ちょっと後ろを見ると神社

があった。何気なく入ってみま

した。そうするとそこが、源平

の合戦で平家が壇ノ浦で滅亡す
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るんですが、そのときに安徳天

皇と共に草薙剣が壇ノ浦に沈ん

でいく、その安徳天皇を祀って

いるのがこの赤間神社だったん

です。そうかと思っていたんで

すけども、その奥に行ったとこ

ろに、これは何かというと、お

墓です。滅亡した平家一門のお

墓がそこにある。この空気がも

うすごいですよね。だからこれ

はね、やっぱり『平家物語』と

か、『太平記』とか読んでもわか

らない。中世密教の世界ってい

うのはこういうものかっていう

のはやっぱり肌で感じました

ね。 

それから鹿島神宮ですね。こ

れはやっぱり刀剣の思想では非

常に大きいですけども、武の神

様、剣の神様であるタケミカヅ

チを祀っている鹿島神宮。先週

も行ってきました。宮司と話を

してきましたけど。こういった

ところによく行ってですね、や

っぱり肌で色々なものを感じる

ようにしています。何のためか

というと、行間を読むためです

ね。そういうこともしてまいり

ました。ただですね、何でこう

いうことをしてきたかっていう

と、文献を読んでいて、本当に

分かっているのか、というのが

どこかにいつもあったんです

よ。だからやっぱり肌で感じな

きゃいけない。そういうことで

刀剣の思想をやっていましたか

ら、最初、大保木先生に連れて

行っていただきましたが、藤安

将平刀匠ですね。福島で刀鍛冶

をされていますが、みんな一緒

でしたので、名刺だけ置いてき

たんです。その後、娘さんが筑

波大学の芸術専門学群に入学さ

れるということで、引っ越しを

手伝ったりとかしているうちに

仲良くなったというような流れ

ですね。それで実は昔、鹿島に

４年ぐらい住んでいたことがあ

るんですが、そのときは鹿島神

宮に毎朝、出勤する前にお参り

してから学校に行きました。な

んでかというと、ひどい女子短

大で、「今日は何もありませんよ

うに」とお参りしてから学校に

行っていたんですよね。それ

を、当時の権宮司（今の宮司）

が見ていたみたいです。それと

は別に塚原卜伝のプロジェクト

をやるということで、鹿島市の

関係の人たちが来てくれてです

ね。そのプロジェクトで、鹿島

神宮と引き合わせていただきま

した。そのときにやっぱり刀剣

の思想を本当にわかっているの

か、っていうのがあったので、

たまたま科研費で研究費を持っ

ていましたので、『常陸国風土

記』に、慶雲元年、704 年に佐

備大麿 (さびのおほまろ) とい

う人が、鹿島で砂鉄を集めて、

それで大きな直刀を作った。そ

れが今の鹿島神宮に祀られてい

る、国宝としての韴霊剣だとい

うふうに言われているんです

が、1300 年ぶりに鹿島神宮の境

内で、そういった神事儀礼がで

きないかというふうに考えまし

て、藤安刀匠とそれから鹿島神

宮の宮司を引き合わせてです

ね、これがうまくマッチングし
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たということで行ったのがこの

鹿島神宮の日本刀奉納鍛練にな

ります。このときは、最初はで

すね、この御手洗といって禊を

するところがあるんですけど

も、火を使うものですから、本

殿などは重要文化財ですので燃

えたじゃすまない。なので、こ

の御手洗の辺りの水のある所、

本殿から遠いところでさせても

らおうっていうふうに思ったん

ですけど、宮司が「いや、いい

んだ」ということで、もうこ

こ、本殿の真横ですよ。本殿の

真横でやってくれと。最初、宮

司と一緒にいったときには、垣

根の内側ですね。だから普段は

入っちゃいけないところです。

人間が入っちゃいけない御神域

です。そこを開けてくれて「こ

こでやってください」というこ

とで、刀匠と一緒に中に入れて

もらいました。その垣根の内側

っていうのは、これは御神域で

す。僕はそういうのあんまり敏

感じゃないんですが、その垣根

の内側に入った途端に空気が変

わる。神の気配っていうのはこ

ういうもんだというのを感じま

したよね。 

それでさせていただいたの

が、この神事儀礼として行った

日本刀奉納鍛練です。こうやっ

てお祓いをし、禊も御手洗に入

ったんですよね。何て言います

か、神宮の方では「もうそこま

でしないで、水をちょっとかぶ

るだけでいい」と言ってね。か

ぶる桶まで、神宮の杉の木で、

ちゃんと特別に作ってくれてい

たのに、刀匠が「入る」って言

うから、もう刀匠が入るなら自

分も入るしかない。これも神事

儀礼としてこうやって行いまし

た。鹿島神宮というのは、伊勢

神宮とならんで天皇家から大切

にされている神宮です。ですか

ら宮内庁から直接勅使がやって

くる、6 年に一度の勅使参向例

祭の時にこれを奉納させていた

だいたということがありまし

た。 

こういうようなことをしなが

ら、やってきました。行間を読

む文献学としての研究方法論

に、問題を入れていったという

ことですけども、どういう答え

が出たのかっていうのはです

ね、実は私、2003 年にこの研究

会でお話ししています。もう 1

回話したので今日はしません。

答えはここに書いています。『日

本精神史としての刀剣観』です

ね。これを読んでください。そ

の後、刀剣の思想の他に、身体

論であるとか、宗教性であると

か、教育論であるというよう

な、武道学における精神文化史

の論文を書いてきました。ここ

までが、振り返りです。 

次ですね、近年の活動という

ことですけども、ありがたいこ

とに最近海外での活動もさせて

いただいております。それでキ

ーパーソンになるのは、同級生

ですね、阿部哲史。ハンガリー

に 30 年もいますが。あとミハリ

ク・フノール。これは阿部先生

とコンビになっていますけど

も、ハンガリー剣道連盟の事務
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局長になりますね。それからカ

メリア・スピル。ルーマニア剣

道連盟の副会長です。この辺の

人たちが、私をずいぶん使って

くれて、色々な活動をさせてい

ただいているということです

ね。発端は、ミハリク・フノー

ルが、2004 年に 1 週間ぐらい私

の家に滞在したことがあるんで

すね。彼は日本語が喋れないの

で、英語しか喋らなくて、えら

い目にあいましたが。彼が帰っ

たあと、頭の奥が痛いんです

よ。言葉のストレスですよね。

この人が色々言うんですよ。

「今、ヨーロッパでは武道の文

化性に対する興味はものすごく

ある。デマンドはものすごくあ

るのに、情報がない。英語で書

いたまともな文献すらない」と

いうようなことを言うんです

ね。それで帰る直前に、「It’s 

your responsibility（お前の義務

だ）」というようなこと言って、

帰ったんですよね。それでそう

かと思って始めたのが、先ほど

の武道ワールド・プロジェクト

みたいな活動です。それで、こ

の『日本剣道の歴史』といっ

て、これは「月刊剣道日本」に

連載をしたものですが、ベネッ

ト先生が翻訳をしてくださいま

して、左のページが日本語、右

のページが英語というような本

を出しました。これね、すごく

人気あるんですよ。剣道日本、

それを自覚していないんだけ

ど。今日来ているのか。自覚し

てないんですよね、再販しない

んですよ。これ、すごく人気が

あって、ハンガリー語訳された

りとか、韓国語訳されたりとか

して、現地で出版、発売されて

いますよね。 

実際の本格的な活動は、2005

年に全剣連から派遣されてフィ

ンランドに 3 か月ほど行った。

そこから、ドイツ、ハンガリ

ー、ルーマニアというような国

で活動をしています。実技がメ

インなんですが、全てのセミナ

ーで、先方からの要請で、1 時

間ぐらいの文化講演をしてきて

います。どういう文化講演をし

たかっていうと、こういう文化

講演ですが、もう 20 回もやって

きています。英語で喋ったのは

1 回目だけです。2005 年ぐらい

のときは、何か頼まれたときは

断らないというふうに決めてい

ましたので、フィンランド剣道

連盟から「講演をやってもらえ

ますか」と聞かれ、「はい、やり

ますよ」と言いました。「通訳を

つけますか、英語でやります

か」と聞かれて、「英語でやりま

す」と言ってしまったんです

ね。1 時間英語でやりました。

この準備は大変だった、何ヶ月

もね。でもその後は甘やかされ

ていまして、全部現地語で通訳

がついています。今回 Zoom で

この会議に入っているカメリ

ア・スピルが、ルーマニアです

ね、今、私に英語を教えようと

しているんですよね。毎週１回

１時間 Zoom を使って、英語で

ミーティングさせるんです、こ

の人は。このミーティングがあ

る日は昼ぐらいからもうお腹が

痛い。英語じゃなきゃいけない

からですね。 

海外の活動で気づいたことが

あるんですが、日本の場合、武

道は教育的側面が強調されつつ

現代社会の中に位置づけられて

います。教育の目的は人間形成

であるということは言うまでも

ないですが、現在、武道の目的

も人間形成ということを謳って

おり、ここに武道の教育的価値

が見出されていることは間違い

ない。でも、これは海外だと通

用しないんですよね。従来から

の課題でありますが、ネガティ

ブな要因・阻害要因と言っても

いいと思いますけども、そもそ

もですね、教育としての武道へ

の理解不足がある。元々、戦い

の技術だったものが何で教育に
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なるんだという。それもそうで

すよね。ちゃんと説明しないと

わからない。それからキリスト

教社会ですから、人々の道徳教

育は、キリスト教がやってきた

んですよ。それを東の島国から

やってきた、竹の棒で人の頭を

殴って、柔道なんか人を投げて

首まで締める。そんなもので何

が人間教育だということで拒否

される。それから、特に欧州は

心身二元論社会です。デカルト

以来、心と身体を分けて考えま

す。それで近代科学が、飛躍的

に発達したことは確かなんでし

ょう。しかし、日本の武道の場

合は、稽古を通して心を変える

わけですよね。身体の活動を通

して心にアプローチしていくっ

ていうのが特徴ですよね。そう

いったものっていうのは、理解

できない。 

しかし、近年変化がみられま

す。自分たちの文化に欠けるも

のとしての精神文化への憧れみ

たいなものがちょこちょこ出て

きている。 

それからハンガリーですけど

も、1989 年に体制転換がありま

すよね。共産主義から資本主義

経済に変わったわけです。そう

すると、「お金だけが価値がある

ものだ」みたいな感覚が青少年

の間に蔓延して、道徳意識がも

のすごく低下する。国としてこ

れをどうするかとなったとき

に、国家プロジェクトとして、

「武道を青少年の道徳教育に活

用しよう」というプロジェクト

が起こって、これに少し私も関

わりましたが、政局が変わって

頓挫しましたけれども、ここに

は、教育としての武道が機能し

ていく萌芽が見られるわけです

よね。 

もう 1 つ、これが強烈だった

んですよね。2008 年にハンガリ

ーカップで、阿部先生に呼ばれ

て講演をしたんですね。1 時

間。「Great swordsman and his 

unique mentality（剣豪とその心

法論）」というタイトルで講演を

しました。その時に、講演後み

んなでビールを飲んでワイワイ

騒ぐんですけど、すごく楽しい

んですよね。もう暑くてクーラ

ーがなくて、みんなでビールを

飲んで、何十リットルって、ガ

ソリンかっていうくらい飲んだ

んですけども、そのときに、あ

る青年が私のところにきて、「先

生、今日の話、面白かった」

と。どういうことかっていう

と、「自分はユーゴスラビア紛争

の時にスナイパーだったんで

す。峠で相手を待ち伏せして、

実際に敵を撃とうとすると目の

前に白いブラインドみたいなも

のがかかってきて撃てない。今

日の先生の話はそれをどうしよ

うかっていうその心法論の話で

しょ」という話をされました。

僕はすごく困惑しました。ここ

まで人殺しの技術を教えにきて

いるわけじゃない。ものすごく

困惑しましたね。でもずっと自

分の中で答えが出なかったで

す。彼とその後なかなか会えな

かったんですが、毎年ハンガリ

ーカップに呼ばれるたびに、阿
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部先生に、「彼、どうしてい

る？」と聞いてました。そうす

ると、「彼はちょっと、言葉を択

ばずに言うと、戦争の時に人を

殺しすぎている。それで心が壊

れてしまっていて、その心をど

ういうふうに回復していくかと

いうことで、剣道の稽古を続け

ているんだと思う」っていうこ

とを阿部先生に言われて、自分

の中ではかなりほっとした部分

がありました。 

これはものすごく大きかった

ですね、私の中では。ここで新

たな問題意識が私の中に出てき

た。それが、「日本武道の教育力

が海外で通用するか」というこ

とです。できそうな雰囲気が出

ている。阻害要因はいっぱいあ

ったんですけど。でもこれは本

当に通用するかということを検

証しようとすると、今までの行

間を読む文献学ではそれはでき

ません、方法論としては。文献

が無いので。だから、新しい方

法論が必要ということになりま

す。ここが大きな転換期という

ことになるわけですね。 

これ、好きな言葉なんです

が、「稽古照今」という言葉があ

ります。稽古という言葉はよく

使うと思いますけど。これは

『古事記』の序文に出てきます

が、「稽古照今」というフレーズ

で出てきます。「古を稽（かん

が）え、今に照らす」と。今ま

で私がやってきた研究って歴

史・思想史の研究ですね。です

から過去のことです。ですの

で、古をずっと稽えてきたんで

すね。でも今、これをベース

に、これからは現在のことにも

言及していかなきゃいけないの

かなというふうに考えていま

す。ですので、研究方法論をも

う少し変えていく必要があると

いうふうに今感じているという

ことです。 

それで、去年、武道学会で発

表させていただいた内容なんで

すが、今日は最新の研究の成果

ということでご紹介しますが、

「東欧における武道の教育力に

関する研究：ユーゴスラビア紛

争時における元兵士の事例を中

心に」ということで、問題の設

定としましては、「日本武道の教

育力が海外で通用するか」とい

うことですね。研究対象者の A

は 51 歳、クロアチア在住で、ユ
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ーゴスラビア紛争時にクロアチ

アの兵士として、クロアチアの

特殊警察部隊のスナイパーとし

て従軍していた。戦前戦後を通

して、空手・剣道・居合道を実

践していた、という人を対象に

研究しました。研究方法論です

けど、どうするかということ

で、「日本武道の教育力が海外で

通用するか」ということですか

ら、まずは日本における武道教

育についての文献学的なロジッ

クを押さえた上で、この A の思

想構造というものを、一般的に

は質的研究と言われています

が、そういった研究方法論を援

用しながら明らかにし、これを

照らし合わせてみて、この日本

の武道の教育力が海外で通用す

るかを検証するというようなこ

とをやったのがこの研究という

ことになります。 

まず日本側のロジックです

が、これは私がまとめました。

色々な人を調べましてですね、

日本武道の目的は人間形成で、

心身一如に表徴されるような心

身関係論が前提としてある。そ

して身体性の重視を特徴としつ

つ、身体を通して心を変えると

いう、身体から心へのベクトル

がある。武道教育の目標である

精神的影響として 2 つの心があ

るのですが、これは中林先生の

言葉を使えば、1 つは「芸道

的・求道的精神性」、そして 2 つ

目は「倫理・道徳的精神性」と

いうふうにいいます。そして 1

つ目、ここが重要なんです。1

つ目の芸道的・求道的精神性と

いうのは、これは何かっていう

と、日本刀を持って相手と戦

う、対峙したときに、次の瞬間

に自分が死ぬかもしれないとい

うようなそういった状況の中で

心が揺れますよ。心が揺れると

身体に影響を与える、身体に影

響を与えると命に関わるという

ことで、この心をどういうふう

に解決するかっていうのが、武

道における一番の喫緊の課題で

した。これが禅の思想の影響を

多分に受けていた。それからも

う 1 つの心というのは、倫理・

道徳的精神性ということですけ

ども、これは何かっていうと、

特に江戸時代、武道の担い手で

あった武士は為政者ですね。つ

まり、人の上に立つべきリーダ

ーですが、それなりに人として

立派でないと、人はついてきま

せんから。ですから、いかに人

として立派か、倫理・道徳的精

神性というのが必要になってく

る。これは儒教の影響を多分に

受けている。この 2 つの心を同

時に解決していくというのが、

武道のアプローチの仕方ですよ

ね。でもこの 2 つの心というの

は基本的には全く別物です。で

すから、顔色一つ変えることな

く相手を斬り殺せるような人間

が、人として立派かというと、

これは全然別ですよ。全く別の

精神性・心を同時に解決してい

くのが武道だ、というのが日本

の文献学的ロジックになりま

す。 

次です。質的研究ですね。研

究対象者 A の思想構造ですけど
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も、生身の人間を相手にするも

のですから、色々手続きが必要

です。研究倫理の審査も必要で

すし、それの手順というのはも

のすごく色々なことが必要なん

ですね。それをした上で、以下

のテキストを分析対象としまし

た。1 つが回顧録ですね。研究

対象者 A が 2 ヶ月以上もかけて

回顧しつつ記述し、自発的に提

出してくれたものですね。これ

は英語です。それから、もう 1

つが、2006 年ですね、ハンガリ

ーのラジオ放送番組用に研究対

象者が居合の師匠と対談をし

た、英語で 132 分ある音声記録

をくれました。これをテープ起

こしして、テキスト化しまし

た。それから、インタビュー記

録です。私自身が 2 回にわた

り、Zoom によるインタビュー

をした逐語録と、それからさら

に 3 回にわたるメールインタビ

ューをした記録ですね。これも

文字データです。以上の文字デ

ータを分析したのですが、質的

研究のやり方に倣ってコーディ

ング、つまり小見出しをつける

作業、それからコード別に整理

分類する作業、それから A の経

歴を、青少年期、戦争体験、戦

後に分けて、思想構造を明らか

にしていきました。コードマト

リックス、つまりこういった表

にして思想構造を明らかにして

いくというような作業をしたん

ですね。ここで、あることに気

がついたんです。これ、質的研

究って言っているけど、私が今

までやってきた文献学的研究と

あんまり変わんないんじゃない

のっていうことに気が付いてき

ましたね。ここの部分ですけ

ど、文献学の場合は、資料が大

事ですよね。こっちは資料ない

んですよ。でもキーワードをつ

けるというのは、コーディング

作業ですよ。それから、キーワ

ードの分類っていうのはコード

別の整理、絵を描くというのは

コードマトリックス、これも一

緒です。ただ、何が違うのかっ

ていうと、この部分ですよね、

今のことだから資料がないです

よ。ですので、この資料にあた

るテキストを自分で作らなきゃ

いけない。ここが一番大切で

す。これがものすごく大変でし

た。こういった作業をして、テ

キストを作っていくと、今まで
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やってきた文献学と質的研究は

非常に似ているんですね。だか

らね、ここの部分でやっぱり僕

カードを作りましたもんね。コ

ードマトリックスを作る前に。 

こういった方法論でアプロー

チした結果、ちょっと具体的な

話になりますが、青少年期です

ね。「I lived in a damaged family」

と語るように、劣悪な家庭環境

に生まれ、この逆境でも、母親

から暴力を振るわれるんですが

「絶対泣くな」ということを言

われて泣くことも許されない。

だから「逆境における心の平静

というのをここで身につけた」

ということを言うわけですね。

やってられないわけですよ、こ

んな家庭環境。だから空手を始

めるんですよ。彼は「生活の中

での駆け込み寺（sanctuary）を

見つけた」ということを言いま

す。そして、高校を卒業して徴

兵により陸軍士官学校に入校を

します。 

戦争体験ですが、1991 年に旧

ユーゴスラビアが分裂して紛争

が勃発するんですね。A は 22 歳

間際にして自発的にクロアチア

の特殊警察部隊（special police 

forces）に入隊します。ユーゴス

ラビアは 1 つの国でしたから、

分裂して間もない頃というの

は、クロアチアに軍隊がないわ

けですよね。軍隊がないのでど

うしたのかっていうと、武道経

験・格闘技の経験があったりと

か、軍事スキルがある人たちを

集めて、特殊警察部隊を結成

し、戦うんですね。それはもう

空手をやっていますし、それか

ら徴兵にも行っていますから、

ここに入隊をするわけです。こ

こでスナイパーとしての素質を

見出され、訓練を受けて優秀な

スナイパーとして戦場の部隊に

送られるということです。初め

ての狙撃ですが、カルロバツ郊

外で戦闘の際に 3 人のセルビア

兵士を攻撃し倒したときの惨状

を述べていますし、生死の境も

ずいぶん経験をしていますね。

負傷した同朋を助けるために担

架に乗せ、片手にライフルを持

ちながら助けたなんていうこと

も言っていますし、地雷原に入

ったとも言っています。 

これが戦後どうなっていくか

っていうと、精神障害ですね。

戦後ですね。戦争がほぼ終結す
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ると、睡眠障害になります。悪

夢に襲われるようになります。

同じ夢を何回も見続けるわけで

すよ。そして、祖国のために人

の命を奪っているんだと教えら

れていたのですが、罪悪感で、

苦悩に誘発されて、1993 年末に

拳銃による自殺未遂を試みます

が、これは未遂に終わります

ね。これだけの、自殺に追い込

まれるほどの重い精神的な障害

を受けたのですが、これを武道

実践により克服をしています。 

彼はこれを「武道による精神の

癒し（Budo for healing my 

soul）」という言葉で表していま

す。彼の武道経験というのはこ

ういうことですね。それから、

2002 年に居合を始めるんです

が、この居合っていうのは、自

分のセラピー、精神療法であ

り、私を助けてくれたというこ

とも言います。彼の回顧録の中

で度々言うのですが、武道をス

ポーツと明確に分けるんですよ

ね。武道はスポーツじゃない。

武道の特異性みたいなものを明

確に言うんですが、それを彼は

「depth」つまり深みという言葉

を使います。その深みって何だ

ろうというふうに質問したとき

に、彼は「killing」だと 2006 年

の段階では言うわけです。つま

り、実践性・殺傷性ですね。こ

ういうことを言うわけですよ

ね。だから困ったなと思ったん

です。武道の深みが「killing」だ

とちょっと困るんですよね。そ

れが 2020 年の段階になると、

「稽古後、少し成長した人間（a 

little better person）が道場から出

てくる」なんていうふうに、ち

ょっと何か人間形成っぽいこと

も言い始める。それで、彼の修

練の方法ですね。その特徴は徹

底した反復練習です。これに没

頭する、鍛錬主義ですね。です

からもう長い時間をかけて、何

回も繰り返し稽古したことも随

所に語っています。居合はやら

ないからわからないんですけ

ど、年越し稽古で、居合の 1 本

目「前」っていうのがあるのか

な、これを 1000 本抜いたと言っ

ています。すごいことをするん

ですよね。これはもう完全に心

にアプローチをしているんです

ね。この心へのアプローチが何

か、どういう影響があったかっ

ていうと、1 つ目が、3 時間にわ
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たる「切り下ろし」の稽古をし

たときに心身が整ったことを自

覚したと述べています。これは

「心身一如」の感覚です。これ

はもはや技の殺傷性は念頭にな

く、鍛練による心身関係の変化

に興味が向いている。これは中

林先生の言葉で言えば「芸道

的・求道的精神性」ということ

になります。もう 1 つですよ。

倫理・道徳的精神性みたいなこ

とを言うんです。「武道は、自ら

を高めるシステムである」と述

べています。そして、「最も重要

なことは良い人間（good 

person、 better person）になるこ

とだ」ということも言います。

こういった倫理・道徳的精神性

に関する発言は、2006 年のラジ

オ放送対談では見られません。 

次に、考察です。ここまでユ

ーゴスラビア紛争時の元兵士で

ある A について、スナイパーと

して戦った戦時中の狙撃による

殺人や生死の境を経験したこと

に加え、戦後の一般社会からの

疎外感などから、睡眠障害ひい

ては自殺未遂に至る精神障害を

引き起こし、これを武道により

克服した過程を明らかにしてき

ました。本論の主題は、戦後の

精神障害、つまり武道による精

神の癒しにありますが、これを

武道学のロジックに照らして考

察を深めていきました。見比べ

ていただきますと、見事に「人

間形成」、それから「心身一

如」、「心身関係論」、「身体性の

重視」、それから「身体から心へ

のベクトル」ですね、それから

「2 つの精神性」、「師弟同行」

や「克己性」などというもの

が、見事にこちらの方にも現れ

ているということがわかると思

います。 

ということは、正常な状態で

はなく戦争体験による精神障害

という、至ってマイナスの状況

下で、精神的影響つまり癒しを

強く必要とした本事例において

も、日本において先学が提示し

た学説に近い形で、武道実践に

より人間形成、人間性を回復し

ていたということが確認されま

した。 

つまり結論としましては、武

道学における武道教育のロジッ

クは海外においても有効に機能

している。つまり、日本武道の

教育力は海外で通用するという

ことが明らかになったというの

が本論の結論であります。 

また、更に面白いことが色々

と追加でわかってきました。ま

ず、先ほど阻害要因として挙げ

ましたキリスト教文化圏におい

てさえ、武道における人間形成

が可能であることが明らかにな

りました。それと、心身二元論

の世界においても、この武道思

想が機能していることが明らか

になり、つまり阻害要因となっ

ていた従来からの課題というの

がここである程度克服されてい

るということですね。 

それから精神的影響としての

芸道的・求道的精神性と倫理・

道徳的精神性ですが、我々の場

合、現在の日本社会では、規定

のものとして 2 つ同時に存在す
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るんです。当然のように同時に

存在します。しかし、A の場合

は 2006 年の段階では、倫理・道

徳性の意識は全くありません。

これが 2020 年の修行の進んだ段

階で、顕現化してくる。だから

出現してくるのに順序があると

いうことですね。これは日本に

いてはわからない。それから、

芸道的・求道的精神性で、これ

の内容について見直しますと、

この 2006 年の段階で「killing」、

つまり実践性・殺傷性に関わる

ものとしての認識であったもの

が内面化し、修行の過程そのも

のに意味を見出すようになり最

終的には日常化さえするとい

う。時間の経過に伴って、敵と

命のやりとりをする場面での心

から、次第に生死の問題を離れ

た芸道的・求道的な心への移行

というのが見られるということ

ですね。今見てきたように修行

が進むにつれて、芸道的・求道

的精神性に次いで、倫理・道徳

的精神性が顕現するという順番

がある。それから、芸道的・求

道的精神性自体が深まり、進化

する様子というのは、そもそも

日本において戦国乱世から江戸

時代へ移行する近世期に、我々

日本人が経験してきたことであ

るとも考えられます。従来は武

道学でここにあまり注目してき

てはいませんが、A の事例、敵

と命のやりとりをした場面と時

間的に近い立ち位置で、この過

程順序を追体験しているとも理

解されます。ここには、武道が

そもそも殺傷性を目的とした戦
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いの術であったものが、人間形

成を目的とする教育へと進化し

ていく過程というのが凝縮され

ているというように理解できる

ということです。ですから、

今、日本にいてはわからないこ

とが、今回彼の事例を見ること

によって、順序があることや、

その進化していく過程というの

が明らかになった。なぜかとい

うと、それは戦いに近い時間

で、我々が作ってきた昔の近世

初期の過程というのを追体験し

ているからじゃないかというよ

うな話です。 

近年の研究活動はここで終わ

りということですが、ここで重

要なのは、日本の武道教育のロ

ジックが海外でも通用する、機

能するということが明らかにな

ったということですね。 

それで少しだけですが、今後

の計画というのをお話させてい

ただきたいというふうに思いま

す。実は今の研究というのはこ

の科研費のプロジェクトでいう

と、ここの部分ということにな

りますが、今回わかったことを

ベースにまたプロジェクトの申

請を出しました。 

今年、また採択されまして、

基盤研究 B が今年から 5 年間ス

タートしたということですが、

前回の場合には、つまり今ご紹

介した最新の論文の場合は、マ

イナスからのスタートですよ

ね。戦争によってマイナスにな

ったところで機能していたとい

うことですけども、今度はそれ

を平常な状態で、しかもヨーロ

ッパの場合には、生涯武道の観

念というのは非常に薄いですか

ら、これを対象とした研究プロ

ジェクトというのを展開してい

こうということで、今年から国

際的な生涯武道論を再構築す

る、これが課題Ⅰ。それを前提

として、生涯武道インストラク

ター養成プログラムというのを

開発するというのが課題 2 とな

ります。当面はこの課題Ⅰに取

り組んでいこうというふうに考

えています。 

課題Ⅰですが、やり方として

は一緒ですよね、さっきの研究

と。ただし、最初はですね文献

学的研究と質的研究を合わせる

というように考えていました

が、今、私の意識としては、従

来の高橋先生に教えていただい
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てきた行間を読む文献学という

ものに、質的研究の方法論を援

用するというイメージです。特

にテキストを作る段階において

それを援用するというようなイ

メージで、新しい方法論という

のを作っていけないかというふ

うに考えております。それで、

従来の日本武道の既存のロジッ

クっていうのは、近世期のもの

を元に作り上げられているとい

うことが多いですけども、それ

プラス、この明治維新、1868

年、これはもう武道史の中では

大転換期ですよね。武士がいな

くなるんですから。武道はもう

いらないですよね。黒船が来て

大砲をぶっぱなすんですから。

そういった時、大混乱期から

3、40 年っていうのは今、堀川

くんがやっていますけども、近

代武士道論、武士道ブームみた

いものが出てきていると。それ

から筒井くんがやっている、大

日本武徳会で武術教員養成所が

設立されるなんていうのはここ

から 3、40 年です。ここのとこ

ろを徹底的にもう 1 回、どうい

う過程を経たのかというのをや

り直して、ここと照らし合わせ

ながらもう 1 回作り直す。そし

てこっちの東欧の事例というの

を、オーラルヒストリーみたい

なものをどんどん集めてきて、

照らし合わせながら国際的に汎

用性の高い生涯武道論というも

のを構築していければというふ

うなことを今考えています。 

課題Ⅱは生涯武道インストラ

クター養成プログラムというこ

とですが、これは次の段階です

ね。またいつかお話をさせてい

ただければというふうに思いま

す。 

最後ですね、今後のスタンス

ですけども、研究方法論の探求

ということですが、やはりです

ね、レヴィ＝ストロースの理論

を使って安易にやっていたとこ

ろ、高橋先生にえらく怒られ

て、「研究方法論は自分で一生か

けて作り上げていくもの」とい

うことは、これはもうこの後も

肝に銘じてやっていきたいとい

うふうに思っておりますし、自

分独自の研究方法論をこれから

も作っていかなきゃいけない。

そういった研究をしていく中で

のスタンスとしては、何のため

の研究か、研究のための研究で

はなくて、武道実践に役立つよ

うな、武道実践の中からの問題

意識を、武道実践に根ざした感

性で解き明かしていく。そうい

ったスタンスでやっていくべき

だろうというふうに自分自身は

考えます。 

最初に申し上げましたが、目

標は文武両道です。ただ、これ

はもう高い目標であって、なか

なか一生かけてもできるかわか

らない。ですが、研究のスタン

スとしては「文武を岐たず（文

武不岐）」、剣道の稽古と研究と

をリンクさせながら、今後も研

究していきたいというふうに思

っておりますことをお伝えしま

して、私からの話は終わりにさ

せていただきます。 
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ご清聴ありがとうございまし

た。 

 

3．質疑応答 

【阿部】ありがとうございまし

た。これまでの研究の経緯とそ

の背景、さらに今後の展望、新

たな課題というお話をたくさん

いただきました。それでは少し

質疑応答のお時間をとりたいと

思っております。質問のある方

は、挙手していただきますよう

お願いします。また、オンライ

ンで参加されている先生に関し

ましては、Zoom のチャット機

能を活用していただくか、挙手

の方を活用していただければと

思います。よろしくお願いしま

す。質問がある方、挙手をお願

いいたします。 

【ベネット】関西大学のベネッ

トです。酒井先生、非常に貴重

なお話をありがとうございまし

た。私も昔から先生の研究に非

常に詳しいというか、よく英訳

する立場で、英訳しながら勉強

させていただくことが多くて感

謝しています。実はクロアチア

の A さんについて、先生がこの

間書かれた論文の英訳にちょっ

と関わっていましたけれども、

それを読みながら思うことがあ

りまして、それで 1 つコメント

と、これからの生涯武道インス

トラクターの養成ということに

ついて 1 つ参考になる話があり

ますので、ちょっとご紹介させ

ていただきたいと思います。 

まず 1 つですね、どうしても

日本人は考え方として心身一如

と、身体と心が 1 つになってい

るという。それに対して、西洋

の方で、通説として心身二元論

という、デカルトの影響が大き

いというふうに、大体そういう

ふうに 2 つに分けていることが

多いと思うんですけれども、私

も昔から湯浅先生の本とかを読

んだりして、そうかと思いなが

ら、やってきたんですけれど

も、最近はそれは違うんじゃな

いかなって気がするんですよ

ね。だから西洋＝心身二元論と

いうことに関しては、ちょっと

考え直す必要があるんじゃない

かなと思うんです。当然デカル

トの影響が大きかったんですけ

れども、大きい分、それに対し

て反対している人がすごく多い

んですよね。だからそういう決

して心身二元論ではなく、日本

とよく似たような心身一如とい

うことを強調する、西洋哲学者

も結構いるんですよね。だから

そのことに関しては、通説では

あるんですけれども、ちょっと

違う立場からそれを見た方がい

いかなと思うんですね。だから

そういう意味で、海外におい

て、本当の日本の武道の良さっ

ていうのが、心と身体が 1 つに

なってどうのこうのとか、それ

が日本の伝統的な傾向だから、

なかなかそれが海外では伝えに

くいということに関しては、ち

ょっと違うような気がします。

例えば 19 世紀に流行った、筋肉

的クリスチャンというのもあり

ましたし、身体を通じて心を養

う、身体が強ければ心が強くな

って道徳心を高めて、それが人

格形成に繋がるっていう考え方

が、前から結構あるんですよ

ね。調べたら調べるほど、どん

どんそういうのが出てくるわけ

ですよね。日本の武道論という

か稽古論とか、求道心とか、芸

術性に近いものが前からずっと

あるということだというのは 1

つのコメントです。 

もう 1 つ、最後の方の生涯武

道インストラクター養成とか、

そういうプログラムに関しては

非常に面白いなあと思ってです

ね。A さんに関して、そういう

戦争で大変な経験をして、それ

が武道を通じて何とかして自分

の人間性を取り戻したという。

それが武道の 1 つの大きな力と

いうか、それが他のスポーツ、

競技スポーツと違う。キリスト

教でも、なかなかそういうこと

をできないというのが論文に書

かれていたと思うんですけれど

も、実はその武道は不安を解決

するためのものとして、結構前

から注目されているんですよ

ね。逆に日本ではあまり注目さ

れてないような気がする。海外

の方では私の知っている限り、

例えばイスラエルの方で、テロ

の被害を受けた人たちが空手を

通じて、その後 PTSD とかを何

とか解決できるような、そうい
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うプログラムが開発されてい

る。今アメリカの海兵隊とか英

国の特殊部隊などにおいて、そ

ういうプログラムが開発され

て、それが日本武道に限らず、

キックボクシングもそうです

し、太極拳とか、そういうのを

通じてですね、1 つのキーポイ

ントというか、人間性を取り戻

す。それでトラウマとか、怒り

とか、そういうものを抑える

と。実際に今そういうのを結構

ところどころやるようになって

きているんですけれども、今ま

でそれがどれぐらいの効果があ

るかっていうのは、ちゃんとし

た研究がなされてないというこ

となので、今度のクロアチアの

人のお話を読んで、実際に結構

そういうのが世界的にあちこち

で行われているということを、

情報として先生にお伝えしよう

と思いました。 

すいません、質問じゃなくて

2 つのコメントをさせていただ

きました。 

【酒井】はい。ありがとうござ

います。西洋が心身二元論では

ないというような話ですけど、

私の場合は湯浅泰雄先生の理論

に基づいて話をしているわけ

で、一般論・通説としての話を

しているので、ですから特殊な

こういう事例があるからそれが

間違いだと言われるのはちょっ

とどうかというふうに思いま

す。ただ、ちょうど先週、ハン

ガリーの阿部先生と、それから

ハンガリーでフランス哲学をや

っている日本人で、これからソ

ルボンヌ大学に博士論文を出そ

うとしている人がいて、その人

に頼んで、今、ヨーロッパでど

ういう武道研究がされているの

かというのを、特に今、フラン

スでやられている研究を調査し

てもらっているようです。その

人とも今度は一緒にやっていこ

うかっていう話になっています

が、彼とのディスカッションの

中で、今回の論文も読んでもら

っていますが、同じようなこと

を言われていて、実はデカルト

以来心身二元論だというふうに

言うけど、そうじゃない事例が

ある、そういう研究はあると。

特に第一次世界大戦後ですね、

第二次世界大戦よりも第一次世

界大戦だそうです。大戦でたく

さんの人が死んだ。こういった

大きなショッキングなことが起

こった後に、身体性の問題とい

うのが出てきて、それで心へア

プローチをするというような動

きというのは必ず出てきている

と。そういうことを教えてもら

いました。これは面白い話です

し、第二次世界大戦後も、ヘリ

ゲルの『弓と禅』が向こうで爆

発的にヒットしたのは、第二次

世界大戦後ですね。そういう大

戦の後には必ずそういうことが

起こってくる。彼とのディスカ

ッションの中で、僕の学説を表

に出していく上で、そういう事

例もあるということを承知した

上でやるべきだろうと。そうす

ることによって、色々な学術的

攻撃にも耐えられるんじゃない

かというサジェスチョンをいた

だきました。その通りだという

ことで、今後、そういうような

特殊な事例というのも集めてい

こうと思いますが、ただ、特殊

な事例をもって理論を構築して

いるんじゃない、一般的な事例

を前提にやっているということ

です。 

それと、戦争を通して受けた

精神的なダメージを解消してい

るというような事例というの

が、所々であるというのはあり

がたい情報だと思います。先

生、それを論文にしてくださ

い。論文にならないからみんな

知らないんですよ。ですから、

こういうのがあるなんていうの

は、色々な人が言うわけです

よ。僕ら学者がやる、研究者が

やるというのは、学問的に証明

されたものを世の中に出してい

く必要があります。ただ、こう

いうのがあります程度のことを

言うというのは、僕は間違って

いると思います。そうじゃなく

て、それをきちっと学問的に論

証し、それを学会に提出し、オ

ーソライズされたものを発信し

ていくっていうのが、僕らの仕

事だと思います。 

いい意見をいただいたと思い

ます。ありがとうございまし

た。 
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【阿部】そうしたら時間もあま

りないのですが、あと１名質問

のある方いらっしゃいました

ら、お願いいたします。 

【松井】すいません、筑波大の

松井です。柔道専門分科会の者

なんですが、酒井先生のお話が

あるということで参加させてい

ただきました。本当に講演に感

銘を受けまして、今日も参加さ

せていただいてよかったなと思

っています。 

後半の方で、海外での剣道の

効果で、実際にそう感じていら

っしゃる経験者がいると。求道

的なところから、それがいわゆ

る剣道の効果だと思うんですけ

れども、例えば、鹿島神宮なん

かで、先生が肌で感じながら行

間を読む感性を養われたときに

実施されたような、冷たい水に

入るとか六甲山で火渡りを行う

とか、そのあたりとの共通性と

いうのはどの辺にあると思われ

るかという、本当に素人なりの

発想なのですけれども、もしご

意見があればということです。 

【酒井】結局そういう精神的な

効果というのが、火渡りとか、

水に入ったりというようなこと

との繋がりを経験的にやっぱり

知っていたということがあるの

で、近世の武術家は、修験道の

修行を援用していったんだと思

います。それが文献上に表れて

くるか、それはなかなか今事例

を見つけられませんが。ただ現

代で、実際そういった修験道の

修行みたいなのが剣道の稽古に

どういうふうに影響があるのか

というのは、松井先生が得意な

ところなので、共同研究でやり

ますか。 

【松井】私で良ければぜひお願

いします。 

【酒井】ネズミじゃなくて人間

でね。 

【松井】私もぜひ体験しなが

ら。 

【酒井】剣道の稽古をやってオ

キシトシンが出るとかですね、

そういうのをね、1 回ちょっと

やってみたい。 

【松井】ぜひ。今回、柔道で出

ましたので、竹刀や面を通じて

もできるのかというところで。 

 

【阿部】はい。どうもありがと

うございます。オンラインで参

加の方 1 名質問があるというこ

とですので、最後の質問ですけ

れども、よろしくお願いいたし

ます。 

【佐藤】フリーライターの佐藤

です。普段、メディアに海外剣

道について寄稿したり、剣道時

代の英語版の運営をしているん

ですけど、現地の方々がどんな

気持ちで剣道に取り組んでいる

のかを、声をいただいているん

ですが、最近、空手の実践者の

方にも声を聞く機会があって、

現地で空手をはじめた方や、現

地で空手を指導されてる方か

ら、お話を伺っているんですけ

ど、本日の発表で、スナイパー

の方が空手を 14 歳で始めて、そ

れが駆け込み寺になったという

お話があったかと思うんですけ

ど、これはどういうふうな点

で、空手が駆け込み寺になれた

のか、お聞きできればと思い、

質問させていただきました。よ

ろしくお願いします。 

【酒井】ああいう劣悪な家庭環

境から脱することによって、自

分の中で居場所を見つけたとい

うことだと思いますけども、本

人じゃないんでわかりませんけ

れども、やっぱり何らかの「深

み」みたいなものを、武道に彼

は感じていたと思います。一番

印象的だったのが、例えば、マ

ラソンであれば、何か自分でこ

ういう問題を解決しようと思っ

てマラソンをする、1 時間 2 時

間走れば、何とか気分的には回

復するという経験はできるんだ

けども、それが慣れてくると、

それは特別なものではなくなっ

て、もうどうにもならなくな

る。だけど武道の場合には、

次々と「深み」が出てきて、追

求していくとどんどんどんどん

深いものが現れてくる。だか

ら、武道とスポーツは違うんだ

と。だから、それによって自分

の何か精神的なものを回復して
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いくというようなことも言って

いますので、特別に武道に駆け

込み寺を見つけたっていうの

も、そういうところも感じてい

たんではないかというふうに思

います。ただ、本人がそう言っ

たわけではありませんけれど

も。その時点で、14 歳の時でそ

う思ったかどうかわかりません

けども、後にそういうことを言

っています。ご質問ありがとう

ございます。 

 

【大塚】酒井先生ありがとうご

ざいました。研究会のまとめと

いたしまして、剣道専門分科

会、長尾進会長よりご挨拶を賜

ります。よろしくお願いいたし

ます。 

【長尾】酒井先生、ありがとう

ございました。酒井先生とは、

先生が学生の時から 30 年以上に

なりますかね。卒論のときか

ら、大学院生時代からずっと研

究も横から拝見してきたことは

ありますが、改めてこうやって

今日、体系的に見せていただい

て、研究をステップアップして

いくものすごいエネルギー、そ

れを改めて感じさせてもらっ

て、今、また新しいステージで

「海外からの視点」が今日、キ

ーワードだったんですね。我々

は、武道っていうのは教育的で

あってほしい、教育的であれと

思っているんですが、現実、海

外でも今日やっている人は、今

も命のやりとりしている人もい

ますよね。今日は佐藤さんも来

ていただいて、武道館の方も来

ていただいていますけれども、

先日のヨーロッパ選手権でも、

もう爆撃の激しいハリコフから

ウクライナの会長がクラウドフ

ァンディングで来ておりまし

た。我々は平和な日本にいて、

どうしても武道というのは別に

考えたいというところがあるん

ですが、海外にはそういう地続

きのところもあるという中で、

色々な研究のあり方がこれから

出てくるというのを、今日、酒

井先生の発表で特に若い人たち

は刺激を受けられたんじゃない

かというふうに思います。この

剣道専門分科会、ずっとその

時々で時宜を得たテーマを扱っ

てきたと思いますけれども、ぜ

ひ、今日お集まりの、特に若い

先生方、もちろんベテランの先

生方もそうなんですが、今日の

酒井先生の話を 1 つのきっかけ

として、参考にして皆さんがや

はりそういったことをこれから

考えていっていただきたいとい

うふうに思います。オンライン

で参加の皆様、本当にありがと

うございました。これから秋の

武道シーズンが始まり、皆さん

も忙しくなると思いますけれど

も、どうぞ皆さんそれぞれの場

で、今日の話にもありました

「文武不岐」、これを続けていっ

ていただきたいなというふうに

思います。酒井先生に今一度盛

大な拍手をお願いいたします。 

これで今年度の剣道専門分科

会企画を終了させていただきた

いと思います。どうぞ、特に西

日本の方は台風の接近している

ことですし、お気をつけてお帰

りいただきたいと思います。あ

りがとうございました。 

  



30 
 

1．イントロダクション 
【奥村】それでは、令和 3 年度の

日本武道学会剣道専門分科会研

究会を開催したいと思います。本

日司会を務めます、東京学芸大学

の奥村です。筑波大学の大石先生

とともに、司会を務めさせていた

だきます。 
【大石】よろしくお願いいたしま

す。 
【奥村】よろしくお願いいたしま

す。はじめに、会長挨拶をいただ

きます。長尾先生よろしくお願い

いたします。 
【長尾】皆さん、おはようござい

ます。年度末のお忙しいところ、

ご参集いただきましてありがと

うございます。ご準備にあたられ

た大石先生、奥村先生をはじめと

した皆様に御礼申し上げます。ま

た、講師を務めていただきます尾

中先生もありがとうございます。

今の時間だと、ブラジルは「こん

ばんは」ですかね。ようやくコロ

ナも落ち着いてきて、剣道にも復

活の兆しがいろいろなところで

見られるようになりました。日本

でも京都大会が 2 年ぶりに行な

われます。おそらくブラジルの方

でもすでに、いろいろな復活の動

きが出てきているかと思います。

しかし、私もいま国際剣道連盟の

事務総長を務めさせていただい

ていて、非常に悩ましいのが、マ

スクをつけるかどうかという問

題です。これは国によって違いま

すし、その国の法律によっても違

います。そういったところでどの

ようにコンセンサスを取りなが

ら、今後、剣道がポスト・コロナ

に向けて進んでいくのか、そのよ

うな点からも非常に今日は楽し

みにしております。ぜひ、ブラジ

ルの今の状況を詳しくお話しい

ただけると私たちも大変参考に

なると思いますので、尾中先生、

よろしくお願いします。それと、

今日少し残念なのは全日本剣道

連盟のブロック別講習会という

ものがありまして、今日は栃木で

行なわれております。香田先生を

はじめ、本当はここへ参加したか

った先生方もおられるのですが、

そのために今日はせっかくの尾

中先生のお話を聞けないという

ことで、くれぐれもよろしくお伝

えしてくださいと言われており

ますので、お伝えしておきます。

奥村先生、ありがとうございます。

以上です。 
【奥村】はい、ありがとうござい

ました。それでは改めて本日の演

題は「ブラジルの剣道事情最前線」

で、尾中・エウザミ・美和先生に

ご講演をいただきます。講演の流

れは、最初に大石先生より尾中先

生のご紹介をいただきます。次に、

尾中先生のご講演が約 60 分、質

疑応答が約 30 分で、最後に幹事

長の酒井先生より挨拶をいただ

いて終了という流れになります。

では大石先生、尾中先生のご紹介

をよろしくお願いいたします。 
【大石】よろしくお願いいたしま

す。皆様、改めてまして、おはよ

うございます。筑波大学体育系の

大石純子でございます。本日は、

どうぞよろしくお願いいたしま

す。それでは、私から今回ご講演

をいただきます尾中・エウザミ・

美和先生について、ご紹介をさせ

ていただきます。先生は、1979 年

12 月 21 日にブラジル・サンタカ

タリーナ州のクリチバーノス市

にお生まれになりました。2002
年にサンタカタリーナ国立大学

体育学をご卒業され、その後文部

科学省を通じて来日され、2005
年から 2006 年 3 月まで筑波大学

にて研究生として過ごされまし

令和 3 年度日本武道学会剣道専門分科会研究会 

ブラジルの剣道事情最前線 
講師：尾中・エウザミ・美和 氏（サンタカタリーナ州文武館 

道場剣道指導員、フレイロジェリオ市市議会議員） 
司会：大石 純子 氏（筑波大学体育系・准教授） 

奥村 基生 氏（東京学芸大学・准教授） 
日時：令和 4 年 3 年 19（土）9：00～10：30 
場所：ZOOM ミーティング 

参加者は約 30 名であった 
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た。その後、2006 年 4 月から筑

波大学大学院修士課程の大学院

生として、剣道コーチング論研究

室に所属され、指導教員の香田郡

秀教授の下で、研究と稽古に励ま

れました。修士論文では「外国人

の剣道指導法の研究」、特にブラ

ジルにおける初心者の剣道離脱

問題について調査・研究をされま

した。そして、体育学の修士の学

位を取得されております。尾中先

生の主な競技歴といたしまして

は、世界剣道選手権大会に第 10
回から第 16 回大会のそれぞれに

出場され、特に第 10 回大会では

女子個人 2 段以下の部で準優勝、

そして第 11 回大会では女子団体

準優勝、14 回・15 回・16 回大会

では女子団体 3 位といった成績

を残されております。選手として

のご活躍に留まらずに、2011 年

の 24 回、そして 25 回・26 回の

欧州剣道選手権大会におきまし

ては、スイスチームの監督を務め

られました。この他にもチリ、エ

クアドル、メキシコなど世界の各

地で剣道指導をされております。

現在は、ブラジル代表チームの女

子の監督として活動されるとと

もに、日本語教師、サンタカタリ

ーナ州の文武館道場の剣道指導

者、ラーモス日伯文化協会の事務

局と会計担当、フレイロジェイロ

市の市議会議員など多方面に渡

り、大活躍をされております。本

日は、多彩なご経験を踏まえたお

立場から、ブラジルの剣道事情の

最前線についてご講演をいただ

きます。それでは尾中先生、どう

ぞよろしくお願いいたします。 
 
 

2．講演 
【尾中】皆さん、こんばんは。お

はようございます。今日はどうぞ

よろしくお願いいたします。今回

は、剣道専門分科会の皆様から講

演にご招待いただき、誠にありが

とうございます。コロナになって

世界中で剣道の稽古ができなく

なり、多くの人達が悩んでおり、

今はオンライン活動を始め、オン

ラインで稽古をする国が多くな

りました。さらに、セミナーなど

もいつも以上に行なうようにな

りました。私は、コロナの時期に

ブラジルの国内の道場や大学、そ

してラテン・アメリカのエクアド

ルの人たちにインタービューな

どを行ったのですが、今日は日本

の先生方、剣道を専門とされる研

究者の方々に、剣道のことをお話

しすることに、大きな責任を感じ

ています。あと、とても緊張して

います。この日のために、ブラジ

ル剣道連盟の方々、そしてブラジ

ルの歴史を研究している小林さ

んからたくさんの情報をいただ

き、皆様にブラジルの剣道事情を

少しでも知っていただけたら、と

ても嬉しく思います。それでは、

奥村先生にパワーポイントの準

備をしていただいたので、奥村先

生にそのスライドを皆様にご覧

にいただけるようにしていただ

きます。よろしくお願いいたしま

す。私は、あまり日本語を使わな

いので、少し間違った日本語を話

すかもしれませんが、よろしくお

願いします。 
本日は「ブラジルの剣道事情最

前線」というテーマで発表をさせ

ていただきます。最初に、ブラジ

ルの剣道の歴史をお話しする前

に、先生方はご存知だと思います

けれども、ブラジルの基本情報に

ついてご説明させていただきま

す。ブラジルは、26 の州と 1 つ

の連邦首都府によって構成され

ています。面積は 851 万㎢で、世

界で 5 番目の面積を持っていま

す。日本と比べると 22 倍の大き

さです。人口は約 2 億人で、いま

私が住んでいるサンタカタリー

ナ州は、ブラジルの南に位置する

州です。私たちが全伯大会や代表

チームの合宿に参加するときは

いつもサンパウロ州で行います。

私が住んでいるところからサン

パウロまで 739km あり、バスで

12 時間くらいの距離です。です

ので、夜にバスに乗って、朝に会

場に到着して試合に出るという

ことをしていました。あと、南米

大陸で最大の面積を占めていま

す。南米大陸は、ブラジルを含め

て 13 ヵ国ですが、ブラジルと接

していない国は、チリとエクアド
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ルだけです。ブラジルは多民族の

国家で、ドイツ人、イタリア人、

ポルトガル人、日本人、アフリカ

人などの多様な民族が集まり、多

文化社会を形成しています。 
ブラジルの剣道の歴史は、日本

人がブラジルに移民した歴史と

直接関係しています。1908 年に

26 万人の日本人がブラジルに移

民し、笠戸丸の中で剣道大会が行

なわれたという記録が残ってい

ます。現在は 1900 万人以上の日

系人がブラジルに住んでいます。

世界で最も日系人が多い国です。

1932 年に伯国柔剣道連盟が設立

され、1970 年に日本で行なわれ

た第 1 回世界大会にも参加して

います。1982 年にブラジルで初

めて世界大会を行なうために、そ

の 1 年前の 1981 年に、サンパウ

ロ剣道フェデレーションが設立

されました。今のブラジル剣道連

盟は、1998 年に設立され、現在は

剣道以外に居合道や杖道も剣道

連盟の一部として加わっていま

す。2009 年に 2 回目の世界大会

を開催しました。  
次のデータなんですけれども、

ブラジルの競技人口ランキング

トップ 10 のスポーツなのですが、

その 9 位に柔道が入っています。

柔道は 220 万人の競技人口が示

されています。空手はトップ 10
に入っていないのですが 25 万人。

剣道は本当に少ない人口ですが

727 人です。コロナになってから

少し減ったのですが、コロナ前に

は 1000 人程度いました。コロナ

になってから大会もなく、セミナ

ーもなく、昇段審査もなかったの

で、組織から出る人が多くなり、

200 人くらい出てしまいました。

世界で日系人が 1 番多い国とし

ては、剣道の人口は非常に少ない

と思います。このデータは、ブラ

ジル剣道連盟に登録されている

人口なので、実際にブラジルの中

でどれくらいの人が剣道をして

いるかは正確には分からないで

すが、先ほどの 727 人は剣道連盟
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に登録されている人たちです。 
地域別の剣道人口の割合につ

いて、ブラジルはこちらの地図の

ように 5 つに分けられています。

北部が 1%、北東部が 5%、中西部

が 11%、サンパウロとリオの州が

入っている南東部が 69%、南部が

13%です。ブラジルにある道場は

52 ヶ所ですが、私がいるサンタ

カタリーナ州は、私の道場しかブ

ラジル剣道連盟に登録されてい

ません。ですが、私が大学時代に

いたサンタカタリーナの首都の

フロリアノーポリス、サンタカタ

リーナの人口が 1 番多いジョイ

ンヴィレの 2 つの町にも道場は

あります。しかし、大会に行くと

きは皆集まって１つの道場とし

て全伯大会に参加します。本当は、

サンタカタリーナ州は 3 つの道

場がありますが、数としては 1 つ

となっています。他の州も同じよ

うなことがあると思いますので、

本当はもっと道場があると思い

ます。 
コロナになってからブラジル

剣道連盟は、オンライン稽古を積

極的に始めました。世界大会がキ

ャンセルされる前にも、皆さんオ

ンラインで練習をしていました。

コロナが流行ってから 2 年間く

らい経ちますが、今でも毎日オン

ラインの稽古があります。朝 6 時

くらいに 1000 本の素振りの練習

や子ども向けの練習、女子の練習、

男子の練習があります。そして日

曜日は、私が唯一参加するオンラ

イン稽古なのですが、そこには世

界大会の選手になりたい女子と

男子の選手のグループが集まり

ます。朝の 7 時から 9 時まで、毎

週の日曜日に稽古をしています。

今年から少しずつ道場に行って

剣道を行なっていますが、今まで

の 2 年間ずっとブラジルでは道

場に行けませんでした。北部の人

たちは、サンパウロまで行って剣

道の指導を受けるために 1 年に 1
回くらいしか行けないんです。そ

こで、オンラインの稽古が始まっ

て、私たち監督が、男子も女子も

一緒に稽古を見てアドバイスを

したり、指導をしたりしています。

ですので、三段か四段くらいの人

で道場の先生をしている方には、

すごく良い方法だと思います。ブ

ラジルは広い国なので、そのよう

な方法で指導をすることは、多く

の内容を知ることができるので、

すごく良いと思います。 
こちらは、ブラジル内の剣士の

段位の割合ですが、段を持ってい

ない人もたくさんいます。六段や

七段は本当に少ないです。ブラジ

ルで唯一、八段に合格した岸川ロ

ベルトさんがいますが、何年もブ

ラジルには住んでいないので、残

念ながら、ブラジルで指導を行な

っている八段の先生は 1 人もい

ません。先日、ロベルトさんと一

緒に筑波大学で合宿を行ないま

したが、ずっと他の国で剣道の指

導を続けています。 
こちらのグラフは、幼少年と大
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人の剣道人口の割合です。このデ

ータを見ると、子どもで剣道を行

なっている人は本当に少ないこ

とが分かります。今、私の道場に

も子どもの生徒がいるので、大会

に参加しますが、私の時代と比べ

で 4 分の 1 くらいに減っていま

す。本当に少ないです。ブラジル

の剣道の質を向上させるために

は、子どもの頃から剣道をする必

要があると思います。ですので、

私もブラジル剣道連盟も、子ども

の剣道人口を増やすという大き

な課題を持って活動しています。

私は来月から 5 歳から 11 歳の 11
人の子ども達に剣道指導を始め

ます。 
こちらのグラフは、女性と男性

の剣道人口の割合ですが、女性も

本当に少ないです。日本のデータ

がどのような状況なのかは分か

りませんが、ブラジルのデータで

男性と比較すると本当に少ない

です。しかし、世界大会でブラジ

ルの女子はいつも良い成績を残

しています。人数は少なくても、

皆強い人たちです。男性よりも良

い成績を世界大会で残していま

す。 
こちらは日系人の割合です。私

はこのデータを見て本当に驚き

ました。私はてっきり日系人が多

いと思っていました。私が全伯剣

道大会に出ていた頃は、まだ日系

人の方が多かったです。ブラジル

の剣道の歴史を研究すると、剣道

を始めた日本人一世の方、剣道は

主に日本人の組織、そして文化協

会や移住地の中の人たちだけで

やっていたので、非日系人が剣道

をする機会はほとんどありませ

んでした。ですが、現在は日系人

を上回っています。ブラジルは第

1 回から世界大会にずっと参加

していますが、これまで世界大会

に出場した人はほとんどが日系

人で、非日系人は男性も女性も 1
人だけ出場したことがあります

が、それ以外は皆今まで日系人で

した。ですので、このデータは今

後、変わるかもしれないですね。

日系人の割合は少なくなってき

ました。この写真は、ブラジルの

剣道、世界大会以外にどんな選手

たちが剣道をしているのかを皆

様にご覧になっていただくため

に持ってきました。この写真を見

ると、非日系人が多いことが分か

るかと思います。本当に日系人は

少なくなってきました。 
これまでブラジルの剣道のこ

とをお話しさせていただきまし

た。ここからは、サンタカタリー

ナ州の剣道の歴史や私の剣道の

経験をお話しさせていただきま

す。私が生まれ育った場所は、ラ

ーモス移住地と言います。サンタ

カタリーナ州の政府と日本政府

に支援をしていただき、サンタカ

タリーナ州とリオグランデ・ド・

スル州との初めての日伯移住地

が造成されました。1971 年に尾

中弘孝さん、私の父なんですけれ

ども、19 歳で奈良県の十津川か
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ら 1 人で防具 2 組を抱えて、父は

「財布に 100 ドルしかなかった」

と言っておりましたが、100 ドル

と防具 2 組でブラジルに渡り、ラ

ーモス移住地に移住しました。ラ

ーモス移住地に着いてすぐ、村の

リーダーや両親などの支援をい

ただき、剣道の指導を開始しまし

た。最初の頃は 8 人の子ども達に

指導をしていたそうです。父の思

い出話なんですけれども、1974
年に子ども達を連れて初めて全

伯大会に参加し、1 人優勝したみ

たいです。1 番印象に残っていた

ことは、他の道場の子ども達の防

具を借りて、代わりばんこで試合

に出ていたことです。皆防具がな

かったので、試合と試合の間に防

具を借りながら試合に出ていた

ということを話していました。

1986 年に剣道専用の道場がラー

モス移住地で建設されました。ブ

ラジルでは、ほとんどの道場が体

育館で稽古をしていて、硬い床で

剣道をしています。剣道の踏み込

みの音がしない状況で剣道の稽

古を行なっています。私はずっと

長い間、良い道場で稽古をしてき

たので、合宿や大会に行くとすご

く足が痛くて、皆さん本当に大変

なんだなといつも思っていまし

た。ですので、合宿や大会などを

私たちの道場で行なう時には、ブ

ラジル全体から参加してくれま

した。皆、サンタカタリーナの道

場は良いといつも言っていまし

た。 
私は父が剣道の先生でしたの

で、いつ剣道を始めたのかはあま

り記憶にありません。子どもの頃

は、ずっと道場に行って剣道を見

学していましたので、始めた時の

稽古の記憶は全然ありません。で

すが、ラーモス移住地の子ども達

同士で、剣道を遊びながら楽しく

やっていることはしっかりと覚

えています。小さい頃は「剣道は

遊び」という思い出があるんです

けれども、私たちは両親から実家

で挨拶や礼儀作法なども習って

いたので、それを道場でも実践し

ていました。少しずつ大会に参加

し始めるようになり、身体も少し

大きくなってくると、楽な剣道が

少しずつ厳しくなってきました。

道場では週に 3 回の稽古を行な

っていましたが、大会が近づく時

期はそれとは別に私と兄と父の

3 人で特別稽古を行なっていま

した。その稽古の内容は、主に掛

かり稽古でした。そして、2 人だ

けが父に掛かっていたので、本当

に厳しい稽古でした。時々、息が

止まったりしていました。息が続

かなくなると父が稽古を止めて

くれましたが、そうなるまでは止

めなかったですね。時間も計らず

に自分の限界までやっていたの

で、本当に今思えば厳しかったと

思います。父は家であまり話すタ

イプではありませんでしたが、強

く厳しい剣道の稽古を通じて、私

たちがいろいろな問題や難しい

ことがある時に乗り越えられる

ように、言葉なしで私たちを育て

てきたのかなと私は思っていま

す。今、思い返してみると、そう

いう稽古があったから私たちは

強くなれたのだと思います。本当

に、厳しい稽古には感謝をしてい

ます。 
こちらは、私が出場した合計 7

回の世界大会の写真です。私が初

めて世界大会に出た時 17 歳でし

た。ブラジルの代表チームに入る

ために、試合に参加しないといけ

ませんでした。私と友達 3 人か 4
人で、当時は 16 歳で、サンパウ

ロに 2 回か 3 回くらい行って、試

合で良い結果が出た人が選手に

なることができました。それで私

は、3 つの試合の合計が良かった

ので選ばれました。私はずっと小

さい時から田舎で生活をしてい

たので、あまり都会には出ず、1
年に 1 回だけサンパウロの大会

に参加していた程度でした。あま

り剣道の試合の風景や状況を理

解していなかったので、世界大会

に出た時には本当に驚きました。
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剣道は世界でこんなに愛されて

いるんだということを実感し、本

当に感動的でした。私は 2 段以下

の部で、決勝戦まで進みましたが、

私はその時若くて最初の世界大

会だったので、あまり緊張はして

いませんでした。試合に勝って勝

って勝って「次、決勝ですよ」っ

て言われて「え！」と思い、もう

こんなところまで来たのかと驚

きました。本当に 1 つ 1 つの試合

を頑張って、次に何が来るのかを

全然考えずに頑張っていました。

若い時はあまり考えずにやって

いたので、それが良かったのだと

思います。そして、決勝戦は筑波

大学の高嶋さんでした。初めて日

本人と試合をしたのが決勝戦で

す。 
2 回目に世界大会に出場した

時は、アメリカのサンタクララで

した。当時の私は大学生で、私の

道場から 350km の町に引っ越し

をして、初めて剣道の相手がいな

いところに住みました。そこでは、

相手がいなかったので「ありがと

う」や「お願いします」という言

葉の大切さを初めて実感しまし

た。いつも当たり前のように相手

がいたので「お願いします」「あ

りがとうございます」と言ってい

ましたが、その頃は本当に誰もい

ませんでした。竹刀を持つ人もい

ないし、切り返しや面打ちをする

人もいなくて、そのような状況で

も世界大会には出場しないとい

けませんでしたので、1 人で素振

りや縄跳びとか、陸上の選手たち

と一緒に足の練習やトレーニン

グなどをしていました。本当に、

そこで相手を尊敬することや相

手に感謝をすることは本当に大

切なんだなと思いました。サンタ

クララの時に私は 20 歳で、大将

になったり、副将になったり、オ

ーダーをいろいろと変えたりし

ていました。カナダと準決勝をし

たのですが、副将までが引き分け

でした。その時、私は初めて大将

をしたのですが、チームメイトに

「負けたらダメですよ！」と言わ

れて、そのまま試合に入って、と

てもプレッシャーでした。試合で

は 1 本でも取られたら負けとい

う状況だったのですが、なんとか

1 本を取って、それを時間が終わ

るまで死守しました。その結果、

女子団体で初めて 2 位になるこ

とができました。 
第 13 回の世界大会は台湾で行

なわれまして、これはその時の女

子の写真です。この 5 人の中の 3
人がラーモス移住地の選手でし

た。私と妹と本多泉さんの 3 人が

私の道場出身で代表選手でした。 
ブラジルでの世界大会の時に

は、大会の 2 週間前に国士舘の右

田先生に来ていただき、皆で特訓

をしました。その時は、皆が右田

先生の仰ったことを全部「はい！

はい！」と言っていました。その

ような監督がいたことで皆が自

信を持って試合に出ていたと思

います。本当に良い経験でした。 

イタリア大会の時の思い出は、

女子団体のオーストラリア戦で

すね。オーストラリア戦で私は大

将をしていたのですが、私の前ま

でのスコアでは負けていました。

私が大将戦で 2 本を取らないと

代表戦にすらならない状況でし

た。なので、4 分間の中で必死に

頑張って 2 本を取って、代表戦で

もう 1 本を取って 3 位になりま

した。私はほとんどの大会で大将

をしましたが、そのような大将の

役割はほぼありませんでした。い

つも仲間たちが勝ってきてくれ

たので、私はいつもリラックスし

て試合ができました。でも、イタ

リア大会の時とサンタクララ大

会の時は、大将の責任をとても感

じました。 
そして、日本で行なわれた第

16 回大会です。私は引退するこ

とを決めていましたが、日本で行

なわれるということを聞いたの

で、「もう 1 回頑張ろう！」とい

う気持ちで引退を伸ばしました。

また、世界の剣道選手たちの多く

は、日本武道館で剣道をすること

を夢にしている人は多いと思い

ます。ですので、もう 1 回頑張っ

て最後の世界大会に出場しまし

た。  
生徒から先生への役割という

ことで、私はずっと生徒だったの

で、先生になるということは全く

考えていませんでした。私が大学

生の時のことですが、1 人の大学

生が私を訪ねてきて「剣道を教え

てくれませんか？」とお願いをさ

れました。私は「指導をしたこと

がないから嫌だな」と思っていた

のですが「3 人か 4 人の仲間を連

れてきたら教えてあげる」という

約束をしました。この約束をすれ

ば、もう来ないだろうと思ってい

たのですが、次の週には 4 人～5
人くらいの男性達が来て「じゃあ、

お願いします！」ということにな

り、断ることができなくなってし

まい、どうしようもなく剣道の指

導を始めることになりました。私
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は、私達が指導をされてきたよう

に伝えていたのですが、文化の違

いもあるし、いろいろと説明をし

ないといけない部分があり、本当

に最初は不安でしたね。私だけで

はなく、ブラジル全体の友達も剣

道の指導を始めました。日系人が

少なくなった一方で、非日系人が

剣道に興味を持つようになりま

した。日系人ではない人たちに指

導をするに当たって、誰もそのよ

うな経験がなかったので、10 年

間ずっといろいろな工夫をしな

がら指導方法を考えてきました。

ですので、筑波大学に来た時には、

それを研究したいと思っていま

した。「どうして初心者は早く剣

道を辞めてしまうのか」というこ

とですね。いっぱい入ってくるん

ですけれども、いっぱい出ていっ

てしまうという問題が、ブラジル

の剣道の道場でたくさんありま

した。日系人の時は親が連れてき

て、辞めたくても辞められません

でした。ですので、そのように剣

道を辞めるということはあまり

なかったので、そこで剣道を続け

るためにはどのような指導をす

れば良いのかを、本当に研究した

いと思いました。指導をしている

間に、習いながら、間違いながら、

最近になって何となく分かって

きたような感じがします。 
日本での剣道修行の話ですが、

私は世界大会が終わった 1997 年

に、少し日本に残りました。5 ヶ

月間くらいですかね。父は奈良県

の十津川の人なので、親戚が天理

大学の先生の知り合いで、その繋

がりで、天理大学で 4 ヶ月くらい

剣道の稽古をさせていただきま

した。その時はまだ 17 歳だった

ので、剣道の基本があまりよくで

きていませんでした。当時の天理

大学の女子はとても強かったで

す。私はいつも素振りの時に後ろ

の方にいましたが、竹刀の動きや

素振りの動作がとても綺麗で、い

つも同じところ通って真っ直ぐ

素振りができることが本当に不

思議だなと思っていました。私は

いつもちょっと右、ちょっと左に

曲がってしまい、竹刀を上手くコ

ントロールできていませんでし

た。そのような素振りを初めて見

て「あー、私も同じような素振り

をしたいな」「まだまだ修行が足

りないな」と思ったことを覚えて

います。 
国士舘大学は、兄が 2 年間くら

い剣道の稽古をしていたので、そ

の時にお世話になりました。兄は、

ちょうどその時にアキレス腱を

切ってしまっていて、1 ヶ月程度、

国士舘で稽古をしました。国士舘

大学の稽古は、追い込みがすごか

ったです。そこで初めて、あのよ

うな高いレベルの追い込みを見

て、本当に驚きました。そして、

朝のトレーニングやジョギング

などのトレーニングをしたので

すが、本当に厳しい練習でした。 
2005 年に文部科学省を通じて、

筑波大学に 3 年間、お世話になり

ました。この写真は、その時に先

生方と一緒に撮った写真ですが、

本当に良い思い出です。香田先生

が「一緒に写真を撮りたいんだ

ろ！入れ！」と仰って、一緒に入

って先生方と写真を撮って良か

ったと思います。その 3 年間、ず

っと毎日、先生方や先輩方に指導

をしていただき、本当に楽しかっ

たです。今振り返ってみても、本

当に良い環境にいて、本当に良い

先生方に出会えて、本当に良かっ

たと思っています。 
私が台湾大会に出場した時は

2006 年で、筑波大学にいたので

すが、台湾大会の個人戦の 1 回戦

で日本の小室選手と当たりまし

た。この写真にありますけれども、

第 1 回の世界大会で日本の京都

に行った時に、小室選手は国士舘

大学の学生さんだったので、ちょ

うど小室さんと試合をしました。

ですので、強いということは知っ

ていましたが、当時の筑波大学に

は上段の選手が誰もいませんで
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した。先生方には「日本人と当た

るのは運がないな」と言われまし

たし、ちょうど日本で修行をして

いたのに、最初に日本人と当たる

のは本当に残念でした。ですが、

私のために香田先生、酒井先生、

鍋山先生、有田先生、奥村先生が

皆稽古をする時に上段を取って、

私と稽古をしてくださいました。

それが本当に嬉しくて、先生たち

からすれば大したことではない

のかもしれませんが、私にとって

は本当に一生の思い出です。本当

に感謝をしています。本当は試合

に勝って、結果で感謝をしたかっ

たのですが、残念ながら負けてし

まい、恩返しをすることはできま

せんでした。このような先生方と

一緒に剣道ができたことは、本当

に幸せだったなと思っています。

そして、筑波大学の特徴というか、

他の大学との違いを感じたこと

は、先生方を始め、先輩方も剣道

のアドバイスがとても上手でし

た。単に「間違っている」だけじ

ゃなくて、「どうして間違ってい

るのか」「どうして良くならない

といけないのか」「それを良くす

るためには、どのような練習をす

れば良いのか」、そのようなアド

バイスをするのがとても上手で

した。このようなアドバイスを私

は毎日聞きながら、私の剣道の技

術の向上だけではなく、剣道の指

導の技術を学ぶことができたと

思います。3 年間の中で稽古や授

業や論文など、大変お世話になり

ました。本当にありがとうござい

ました。 
選手から監督への役割につい

て、私が初めて監督をしたのは、

ヨーロッパ大会のスイスの代表

チームでした。皆、なぜスイスの

監督になったのか不思議に思っ

たかもしれませんが、当時のキャ

プテンであった木村オスカルさ

んはブラジル人で、スイス人と結

婚してスイスに住んでいました。

そして、スイスの代表チームに入

ってキャプテンになり、ブラジル

の先生たちを招待したことがき

っかけで、私がコーチをするよう

になりました。私は世界大会のよ

うな大きな大会があるとは知ら

なかったので、ヨーロッパ大会が

あるということを聞いたことも

なかったし、もちろん見たことも

なかったので、ヨーロッパ大会に

行ったときはとても驚きました。

とても良い勉強になりました。短

期間でしたが、チームと触れ合っ

てたくさんの稽古をして、繋がり

がとても良くて、本当にチーム 1
つになって、良い結果を残すこと

ができました。スイスの代表チー

ム初の男子団体戦で 3 位、個人戦

も 1 人 3 位に入賞しました。ブラ

ジルの代表チームの監督のお仕

事は、スイスの監督とは全く違う

経験でしたね。なぜかというと、

私は選手を引退してすぐに監督

になったので、選手たちは皆、私

が世界大会に参加していた時の

仲間のようでした。ですので、皆

友達というか、18 年間以上も選

手の役割をしていたので、合宿な

どに参加する時には自然と選手

たちの中に入って素振りや掛か

り稽古をやっていました。他の先

生方からは「監督なんだから見な

さい！」と良く言われていました。

本当に、そういう「縁」を切るこ

とがとても難しかったです。また、

1 人 1 人の選手たちにアドバイス

をする際、筑波大学で習ったこと

ですが、チームを 1 つにすること

が難しかったですね。ブラジルで

も、私はサンタカタリーナに住ん

でいて、サンパウロはとても遠く

て、毎日選手の稽古を見たり、チ

ームの試合などを見ることはで

きなかったので、ブラジルの監督

としてはとても難しさを感じま

した。これから、監督としてたく

さんのことを学ばなければいけ

ないと感じました。いろいろなこ

とが終わってから、いろいろなと

ころが間違っていたことに気づ

き、自分の監督としての役割がま

だまだ足りなかったなと思いま

した。 
海外の剣道指導の経験につい

て、私は小さい頃からずっと「剣

道をしながら世界を 1 周したい」

という夢がありました。それをい

つも思いながら剣道をしていた

のですが、知らないうちに夢が叶

っていました。私が旅行をする時

には、いつも防具と竹刀を持って

行って、いろいろな場所、たくさ

んの人と出会い、剣道をしていて

本当に良かったなと思いました。

どこに行っても剣道の仲間だっ

たら本当に優しくしていただき、

家族のような、とても良い環境で

剣道をさせてもらいました。「剣

道をしている人は、皆良い人たち

なんだな」といつもそう思ってい

ました。そのような経験ができて、

本当に感謝しています。 
子どもの剣道指導については、

私は 2010 年に実家に戻ったので

すが、その頃は誰も剣道をする人

がいなくて、私と兄と妹か、私と
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兄の 2 人だけで道場に行って剣

道をしていました。それから少し

ずつ子ども達への剣道指導も始

め、いつの間にかたくさんの子ど

もが剣道を始めていました。やは

り、大人への指導と子ども達への

指導は本当に違って、子ども達の

成長といっても人間的な成長や

剣道の技術の成長もありますが、

小さい頃には頼りなかったあの

子が、あんなにしっかりしたのだ

なといった満足感が感じられて、

子ども達に剣道を教えることは

本当に良いことだなと思います。

また、私が剣道で習ったことを少

しでも子ども達に伝えられたら、

とても嬉しいです。その移住地の

環境が私と今の私の生徒達に深

く影響していると言いましたが、

私が住んでいるラーモス移住地

は、ずっと何十年も皆さんがここ

に来て「50 年前の日本がここに

ある」ということを日本人が来た

時に良くお話しをされます。ここ

では、日本人会の授業で運動会や

演芸会、日本語学校、カラオケ、

太鼓、剣道、踊り、新年会や桜祭

りなどのたくさんの行事を行な

っています。本当に田舎なので、

日本の食べ物を食べたかったら

自分で植えて育てなければなら

ないので、豆腐やこんにゃく、味

噌などは皆自家製です。そのよう

な環境で、例えば子ども達と共同

作業を行なう時には、子どもから

大人、祖父、祖母と一緒に行ない

ます。そのような環境があるから、

親達の支援があるから今も剣道

を続けることができていると思

います。時間は大丈夫ですか。 
【奥村】はい、大丈夫です。あと

3 枚くらいですよね。大丈夫だと

思います。 
【尾中】文武館道場は、36 年前の

1986 年に建てられました。いろ

いろな思い出がたくさんありま

す。この写真は筑波大学の選手た

ちが合宿に参加してくれた時の

写真です。進藤選手や佐藤選手な

どが来られた時のものですね。こ

のようにいろいろな国やブラジ

ルのいろいろな場所から来てい

ただき、本当に良い思い出がたく

さんあります。36 年前の板で作

られた道場で、壁も全部が当時の

板なので、雨漏りや床も悪くなっ

てきたので、解体することになり

ました。 
道場を解体する時には、道場の

生徒の子どもから大人までの皆

が金槌を使って、床を外したり、

屋根を取ったり、皆で一緒に共同

作業で行ないました。ですが、解

体をする時には本当に心細くて、

寂しかったです。でも、新しい道

場を作ってもらえるので、未来に

向けて、新しい道場でもたくさん

の思い出を作ろうという気持ち

で解体しました。 
新しい文武館道場は、クリチバ

市にある日本領事館を通じて、日

本政府と日本人の皆様から支援

として 82,000 ドルの援助をいた

だき、新しい道場を建てることが
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できました。これは日本人からの

支援なので、皆様のお陰でこの道

場が建てられたということです。

心から感謝しています。私達自身

で解体をして、前の道場の床と新

しい道場の床の 2 層床と言うん

ですかね。昔の道場の材料を再利

用して、新しい道場を建てました。

そして、つい先日の 3 月 11 日に

落成式を行ないました。 
最後に、ブラジル剣道連盟の希

望と書きましたが、これは私の希

望でもあります。子どもの剣道人

口については前に話しましたけ

れども、子どもの剣道人口を増加

させることが 1 番の目的、課題と

なります。そして、日本で剣道交

流を行なう機会を増やして欲し

いです。やはり、剣道は日本が基

本になるので、大人だけではなく

て、可能な限りブラジルの子ども

達が夏休みや冬休みの時にセミ

ナーや大会などで交流ができた

らとても良いと思っています。国

際剣道の発展と交流を目的とし

て、テクノロジーを利用して FIK
や日本剣道連盟のオフィシャル

な指導セミナーを受講し、情報更

新を常に行なうことが重要だと

思います。コロナになって、その

ようなテクノロジーを使用する

ことは本当に役立つなと思いま

した。一度、私たちで香田先生と

もセミナーを行ないました。しか

し、日本剣道連盟で多くの人たち

のために英語やスペイン語の翻

訳を入れて、そのようなオフィシ

ャルな指導やセミナーなどを行

なっていただけたら、日本に行く

機会がなくても参加できるので

非常に効果的だと思います。コロ

ナの時に、鍋山先生が剣道時代の

雑誌を通じて、子どもの素振り大

会を行なわれていました。あのよ

うな企画はとても良かったと思

います。そのような素振り大会で

あれば、動画があれば見られるし、

少し変わったものになってしま

いますが、そのような形式で形の

大会などができれば、皆が世界大

会に行かなくても繋がりを感じ

ることができるので良いなと思

います。 
今日は、長時間にわたりお聴き

いただきありがとうございまし

た。ここで終わらせていただきま

す。 
 
2．質疑応答 
【奥村】それでは、尾中先生の発

表を終了いたしまして、質疑応答

に移りたいと思います。質問のあ

る方は顔を出していただき、その

状態で手を上げていただくか、リ

アクションのところから挙手を

お願いいたします。 
【長尾】どなたもなければ、私か

ら口火を切ってもよろしいです

か。 
【奥村】よろしくお願いいたしま

す。 
【長尾】ありがとうございました。

最後のところ、非常に参考になり

ました。FIK や AJKF のオフィシ
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ャルな教材として、英語やスペイ

ン語での発信ということで、今後

参考にさせていただきたいと思

います。ありがとうございました。

1 つ聞きたいこととしては、ブラ

ジルでの対面での稽古について

ですね。すでに再開されているの

か、再開されているのであれば、

その時の面マスクやマウスシー

ルドの使用状況などは分かりま

すでしょうか。また、この点につ

いて、ブラジル剣道連盟はどのよ

うに対応されていますでしょう

か。 
【尾中】ご質問ありがとうござい

ます。コロナ禍のイベントとして

は、昇段審査が 1 回ありました。

観客は入らないで、審査をする人

たちだけがその体育館に入って、

シールドを使ったかどうかの記

憶は定かではないんですけれど

も、マスクはもちろん使っていま

した。ブラジルでは、今週、マス

クを使わなくても良いというこ

とが発表されました。私はブラジ

ル剣道連盟の WhatsApp（LINE の

ような SNS ツール）のグループ

に入っているのですが、ブラジル

剣道連盟の役員は皆若い人たち

で、私の年齢ぐらいの人が多く、

ブラジルの法律が変わったこと

を受けて、剣道はどうしていこう

かと皆で考えている状態です。役

員の人たちは、マスクを使い続け

た方が良いということを皆に言

いましたが、もし使いたくないと

いう道場があれば、国が使わなく

ても良いと言ったので、コントロ

ールはできません。ですが、でき

るだけマスクを使えたら使って

くださいという方向で行きまし

ょうという話になっています。 

【長尾】はい。ありがとうござい

ます。とても参考になります。最

初にお話しをしたのですが、コロ

ナが拡大する前には、国によって

はマスクそのものが法律で禁止

されている国もありますよね。で

すから、マスクの問題はとても難

しい問題なんですよね。我々、

FIK や AJKF としては、マスクや

シールドの使用を強く推奨した

いのですが、その国の法律との兼

ね合いで、どこまでできるのかと

いうのは大変難しいところなの

で、本日のお話は大変参考になり

ました。ありがとうございます。 
【尾中】こちらこそ、ありがとう

ございます。 
 
【奥村】はい、ありがとうござい

ました。次に、挙手をされており

ます鈴木先生、よろしくお願いい

たします。 
【鈴木】尾中さん、面白い講演あ

りがとうございました。質問した

いことはたくさんあるのですが、

まずはブラジルで剣道を広める

時に、どのような魅力を伝えると

ブラジルの方々の心に刺さる、も

しくは手応えがあるのでしょう

か。たとえば、体を動かす、フィ

ットネススポーツ的な要素なの

か、健康の保持増進に役立つとか、

剣道のメンタル的な部分とか、後

は刀をはじめとした礼儀作法や

日本の文化を面白く感じている

のか、どのようなところの反応が

1 番良いですか。 
【尾中】たぶん 4 番目です。日本

の文化、刀、礼儀作法などの細か

い日本の伝統文化を表すことに

興味を持っていると思います。た

だ体を動かすことでしたら、他に

もたくさんありますから、剣道の

魅力はそこだと思います。ほとん

どの皆さんは非日系人なんです

けれども、日系人よりも文化のこ

とを知っていたりもします。おそ

らく、日本の文化に興味があって、

勉強をして知ったのだと思いま

す。本当に、勉強好きな人が多い

ですね。私よりももっと知ってい

るんじゃないかなと思うぐらい

です。その辺を頑張ってやってい

る人が多いので、たぶん文化のと

ころが 1 番の魅力になっている

と思います。 
【鈴木】ありがとうございます。

もし、この後も時間がありました

らいくつか質問をさせていただ

きます。ありがとうございました。 
 
【奥村】先に木原先生が挙手をさ

れていましたが、もうよろしいで

すか。 
【木原】尾中さん、どうもはじめ

まして。私は徳島県鳴門市に住ん

でいます、木原と申します。 
【尾中】はじめまして。 
【木原】ご苦労されて、剣道を指

導されていることに本当に感服

いたしました。私は講演会のチラ

シの中に、先生が市議会議員をさ

れているということを見まして、

私も近々議員に立候補しようと

思ってるのですが、議員になって

大変なこととか、良かったことと

か、行政との関わりとか、剣道と

の絡みの中で何かアドバイスが

ありましたら、ぜひ教えてくださ

い。お願いします。 
【尾中】私は本当に夢にも思って

いませんでしたが、私が住んでい

る移住地は、日本人がいるからこ
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そ、街がすごく皆に知られていま

す。文化的にも、農業的にも、日

本の香水とか、本当にブラジル全

体から知られています。そのよう

な移住地で、日本人の色がすごく

強いのに、誰もそれを代表する人

がいないということで、誰かなっ

てくださいという話が 10 年前か

らずっと私に来ていました。私は

「絶対嫌だ！」といつも言ってい

たのですが、何度も言われ続けて

いたので、やってみようかなとい

う気持ちになりました。私は自分

からチャレンジをするのではな

く、いつも他の人から依頼されま

す。何回も何回も依頼が来るとい

うことは、やらないといけないん

じゃないのかなと思って、難しく

ても勉強になるからやってみよ

うということになりました。本当

に友達皆が驚いて、信じてもらえ

ませんでした。実際に入ってみる

と、私が普段やっている仕事とそ

んなに変わりませんでした。困っ

ている人を助けたり、私は教育の

方に興味があるんですけれども、

学校や生徒や先生方と触れ合っ

て、助けられることがあれば市役

所に行って、そういう繋がりを作

るような仕事など、いろいろやっ

ています。そういうことをするこ

とが、そんなにおかしくないと私

は思っているのですが、ブラジル

ではあまり良く見られていない

んですよね。ブラジルでは、皆良

い人じゃないって決められてい

るんですよね。でも、そういう仕

事をして、人の役に立つというこ

とは本当に良いことで、楽しくや

っています。剣道との繋がりとい

うか、剣道で正しいこと、人のた

めになる、責任感ということを剣

道で習ったので、市議会議員の時

にも使っています。市議会議員に

なってから今で 1 年間くらいに

なります。難しいところもありま

すけれども楽しいです。 
【木原】ありがとうございます。 
 
【奥村】齋藤先生、よろしくお願

いします。 
【齋藤】尾中さん、ありがとうご

ざいました。大変勉強になりまし

た。話の中で台湾大会の小室さん

との話がありましたが、あの時、

僕はコーチの立場で帯同してい

たので、尾中さんと試合をやって

いる時には、手に汗握っていたこ

とを思い出しました。ありがとう

ございます。質問をさせていただ

きたいことは、ブラジルの剣道連

盟の会員の方が 700 人くらいで

したが、コロナの関係で世界大会

が中止になり、昇段審査がなくな

ったことで 200 人減ってしまっ

たという話をされていましたが、

そのような方々は連盟や協会に

は所属していないけれども、その

まま稽古を続けていらっしゃる

のでしょうか。それとも、もう剣

道を辞めてしまって、実際にコロ

ナで出来なかったこともあると

は思うんですけれども、そのよう

な方々がこれから戻って来られ

るのか。結構多くの方々が抜けら

れたということを聞いて、私とし

てはショックになる部分であっ

たのですが、その辺はどうなんで

しょうか。 
【尾中】私は戻ってくると思いま

す。ほとんどの人達は大会や審査

に参加するには、会費を払わない

といけないので、そういう大会が

戻ってきたりすると、戻ってくる

と思います。私の道場も 2 人か 3
人くらい出てしまいました。それ

はやっぱりそのような大会に行

く機会がないし、そういうイベン

トがないから出てしまう。経済的

にもコロナで大変だったから、皆

たぶんそういうところから切っ

ていくようになったのだと思い

ます。仕事を失くした人がたくさ

んいましたので、そういうことが

原因で出てしまったのだと思い

ます。でも、剣道を辞めたという

ことはないと思います。道場では

剣道をやっていなくて、ほとんど

がオンライン稽古です。皆オンラ

イン剣道があまり好きじゃない

んですよね。面白くなくて。今は

道場に入って剣道ができるよう

になったので、たぶん少しずつ戻

ってくると思います。 
【齋藤】ありがとうございました。 
【尾中】ありがとうございました。 
 
【奥村】ありがとうございます。

では、鈴木先生よろしくお願いし

ます。 
【鈴木】度々すみません。ブラジ

ルの道場の会費とかはいくらぐ

らいになっているのでしょうか。 
【尾中】ブラジルの道場は、あま

り会費を取っていないと思いま

す。たとえば、取ったとしても体

育館を使った時間の金額を皆で

割って払う感じですね。場所を使

うために払う必要があれば、集め

て払う感じです。ですので、レン

タル料だけで指導者はもらわな

いですね。私のところは、子ども

達が 11 人いるんですけれども、

20 ドルをもらっています。10 ド

ルは自分が大会に行く時のホテ

ル代や食事代ですね。あとの 10
ドルは道場の掃除をする雑巾な

どの道具や電気代などを払うた

めに集めています。ですが、道場

のために大会とかに行く場合に

は、こちらから出しているので、

集めた 10 ドルを還元するといっ

た感じですね。 
【鈴木】わかりました。ありがと

うございます。 
 
【奥村】ありがとうございます。

小田先生、よろしくお願いします。 
【小田】ありがとうございました。

小田と申します。よろしくお願い

します。大変興味深くて、剣道具

を持って世界中を周りたいと思
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って、行くところ行くところで本

当に良い人たちというか、そうい

う出会いがあるというところに

はとても共感しています。正しい

こととか、責任感とか、人として

あるべきことみたいなものを剣

道に求めて、そういう人たちと世

界中で繋がれるという素晴らし

さには、深く共感いたします。 
教えていただきたいことは、日

本でも子ども達の剣道人口が減

ってきていて、子ども達への剣道

の普及ということを真剣に考え

ていかなければいけないと思っ

ています。その中で先生が筑波大

学に行って悩みながら研究され

た「なぜ離脱をするのか」「どう

して初心者で辞めてしまうのか」

ということと、最後にもお話しを

されていた 10 年間のことですね。

指導をする中で、迷いながら、失

敗を繰り返しながら、文化性が違

うブラジルの日系ではない人た

ちにどのようなアプローチをす

れば継続してもらえるのか。根っ

こがつくようになるのかという

ことを今なんとなく分かり始め

たと仰っていましたが、その部分

をぜひ教えていただきたいと思

います。また、「50 年前の日本が

今ここにある」と仰られたように、

たぶん日本でも文化が世代とと

もに、子ども達が求めるものが違

ってきていると思うので、その部

分が大きなヒントになると思う

のでぜひお願いします。 
【尾中】私の研究の対象は大人で

したが、たぶん子どもでも皆同じ

だと思います。私が子どもに対し

て感じることは、本当に最初は楽

しくやって欲しいです。先に剣道

を好きになって欲しいです。最初

から厳しく「間違ってる」「もっ

と頑張れ」と言うのではなく、最

初は楽しくして、剣道を好きにな

った段階で厳しくする。それは、

自分が剣道を続けたいというぐ

らいのレベルになると、本当に厳

しくしても、剣道がどんどん楽し

くなってくるので、厳しくても楽

しくなると思います。最初の頃か

ら厳しく教えると、今の子ども達

は絶対に辞めてしまいます。だか

ら、1 番大事なことは親とお話し

をすることだと思います。親と一

緒にチームで、先生と子どもと親

とで一緒に話し合いながら、剣道

の指導をすることが重要だと思

います。子ども達は 1 人 1 人を見

て欲しいんですよね。「鈴木さん、

足上手ですよ！」とか「もうちょ

っと気合い出して！良いですよ

ー！」とか、1 人 1 人を褒めるよ

うにすれば、子ども達には違いが

すぐ分かります。全員じゃなくて

1 人 1 人にそういうことをするこ

とがすごく重要だと思います。 
2 つ目について、私は覚えたま

まを伝えていました。それはちょ

っと間違っていて、やっぱり文化

の違いがあるから「礼を教えると

きに、どうして礼をするのか」「ど

うして靴を脱がないといけない

のか」「どうして竹刀の上を通っ

たらだめなのか」「なぜ剣道場の

中で物を食べたりしてはいけな

いのか」、こういうことをゼロか

ら全部教えないといけないんで

すよね。説明の仕方もなかなか苦

労しました。技術的にも、以前は

「間違っている」と言ったら終わ

りで、「間違っているから、こう

しなさい」ということでも、「な

ぜそうしないといけないのか」と

いうことをずっと考えたりしま

す。昔はそのようなことを 1 つ 1
つ説明なんてしませんでした。だ

から、一度言ってしまったら、そ

のままやらないといけないとい

う感じでした。子どもに対しては、

このような説明はいりませんが、

大人は知りたいんですよね。どう

いうことをすれば面が速くなる

か、強くなるか、足の踵の使い方、

踏み込みの使い方でどうすれば

怪我しないかという説明をして

欲しいんですよね。ブラジル人は

本当に「なんで？」という質問が

多いんですよね。1 つ 1 つ説明を

しながら指導をすることが重要

だと思います。 
【小田】ありがとうございました。 
 
3．挨拶 
【奥村】ありがとうございます。

ちょうどお時間になりました。活

発な質疑応答をしていただき、あ

りがとうございました。この他に

も質問がある場合には、個人的に

連絡を取っていただいて行って

いただければと思います。では、

最後に幹事長の酒井先生からご

挨拶をいただきたいと思います。

よろしくお願いいたします。 
【酒井】尾中さん、今日はどうも

ありがとうございました。尾中さ

んとは、筑波大学に留学をされて

た時が 2005 年ですから、17 年前

になるんですかね。当時からいつ

も明るくてニコニコされていて

ですね、すごく努力家でした。あ

の当時を思い出しました。まだ筑

波大学の道場にはエアコンがつ

いていなくて、夏はとても暑かっ

たですね。30℃にもなるところで

2 時間の稽古をやって、学生も私

もヘトヘトでした。その後、道場

から研究室へ帰るときに陸上競

技場を見ると、尾中さんが縄跳び

をしていました。この人は「ここ

までやるか」っていうくらい努力

をしていましたね。今日の発表を

聞いて、それを思い出しました。

その後、海老原会長を始めとして、
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ブラジルのチームの人たちにも

来ていただき、世界大会の前に合

宿をしていただきました。また

JICA を通して、筑波大学の学生

をブラジルに行かせてもらった

りもしているといった関係でも

ありまして、今回無理を言って、

尾中さんに講演をしていただき

ました。どうもありがとうござい

ました。発表をお聞きして、すご

く準備をしていただいたことが

良く分かりました。本当に感謝し

ています。発表の内容についても、

やっぱり聞いてみないと分から

ないことばかりでした。剣道人口

も僕らが思っていたよりもちょ

っと少ないなと感じました。コロ

ナ前でも 1000 人くらいですかね。

やっぱり、子どもの剣道人口も減

っているということはブラジル

も一緒でしたね。日系人の割合が

減っているということも聞いて

みないと分からないことでした

ね。そして、お父様のお話は感動

しましたね。剣道具を 2 つ持って

行ってというお父様のエピソー

ドには本当に感動しました。今は、

指導者としての課題を持ってや

っている。まさしく剣道事情の最

前線の話をしていただけたとい

うことで感謝しています。元々、

尾中さんご自身ともブラジルと

も我々は関係が深いんですけれ

ども、今日のことでさらに関係が

強くなったと思いますので、今後

とも良い関係でやっていきたい

と思っておりますので、どうぞよ

ろしくお願いいたします。今日は

ありがとうございました。今後も

健康に留意していただきまして、

指導者としての立場もあるとは

思いますが、ますますご活躍して

いただけるようお祈りしており

ます。今日は本当にありがとうご

ざいました。 
【尾中】こちらこそ、ありがとう

ございました。 
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令和 3 年度 剣道専門分科会事業報告 

 

1）総会の開催 

令和 3 年 9月 6 日（月）～12 日（日）に，令和 2 年度事業報告および決算，令和 3 年度事業計

画および予算，顧問会員の推薦をメール審議し，承認した． 

 

2）日本武道学会第 54 回大会剣道専門分科会企画講演会の開催   

下記の内容で講演会を開催した．           

テーマ：若手トップランナーの最先端研究に学ぶ 

「自他共栄の科学を目指して：運動，武道，そして e スポーツへ」 

日 時：令和 3 年 9 月 6 日～12 日 

場 所：オンデマンド形式 

講  師：松井 崇 氏（筑波大学体育系助教） 

 

3）研究会の開催 

下記の内容で研究会を開催した． 

テーマ：ブラジルの剣道事情最前線 

日 時：令和 4 年 3 年 19 日（土）9：00～10：30 

場 所：ZOOM ミーティング 

講 師：尾中・エウザミ・美和 氏（サンタカタリーナ州 文武館道場 剣道指導員，フレイロジェリ

オ市 市議会議員） 

司 会：大石 純子 氏（筑波大学准教授），奥村 基生 氏（東京学芸大学准教授） 

 

4）幹事会の開催 

下記の日時・場所で，幹事会を 3回開催した． 

第 1 回 令和 3 年 5 月 10 日（月）～16（日）（メール審議） 

第 2 回 令和 3 年 7 月 10 日（土）～16 日（金）（メール審議） 

第 3 回 令和 3 年 11 月 15 日（月）～20 日（日）（メール審議） 

 

5）広報活動の活性化 

ホームページによる情報提供を行った． 

   

6）会報『ESPRIT』の発行 

会報『ESPRIT 2021』を令和 3 年 10 月 29 日付で発行した． 

 

7）ホームページ「KENDO ARCHIVES」の運営 

ホームページ「KENDO ARCHIVES」（http://www.budo.ac/kendo/）を運営した．ホームページにお

いて，剣道専門分科会企画，研究会の案内と報告を行った．また，ESPRIT2020 を公開した． 

 

8）会費の徴収  

令和 3 年度会費 2,000 円を徴収した． 

 

9）会員数 

令和 4 年 3月 31 日現在で会員数は 114 名 （うち顧問 9 名，名誉会員 8 名）となった． 

 

                                   以上 
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令和 4 年度 剣道専門分科会事業計画 

 

1）総会の開催                 

下記の内容で総会を開催する． 

日 時：令和 4 年 8 月 29 日（月）～9 月 4 日（日） 

場 所：メール審議 

方 法：メールならびに学会大会の分科会企画前に会員から意見収集 

議  題：令和 3 年度事業報告および決算， 

令和 4 年度事業計画および予算，ほか 

  
2）日本武道学会第 55 回大会における分科会企画講演会の開催             

下記の内容で講演会を開催する． 

日 時：令和 4 年 9 月 4 日（日）14 時 00 分～（予定，90 分前後，日本武道学会第 55 回全国

大会期間中） 
場 所：ハイブリッド形式，対面：桐蔭横浜大学中央棟 303，オンライン：ZOOM ミーティング 

テーマ：武道学における精神文化史研究 序説－研究方法論の探究－ 

講 師：酒井 利信 氏（筑波大学体育系教授） 

司 会：大塚 真由美 氏（東海大学体育学部准教授），阿部 弘生 氏（東北文教大学短期大学部

准教授） 
共 催：BUDO WORLD（https://budo-world.taiiku.tsukuba.ac.jp/） 

    
3）研究会の開催   

下記の内容で講演会を開催する予定である． 

日 時：令和 5 年 3 月 18 日（土） 全国理事会同日 

場 所：ZOOM ミーティング 

テーマ：剣道の海外事情最前線（仮） 

講 師：未定 
 
4）幹事会の開催 

原則として本部理事会開催日に幹事会を行う． 

（5 月，7 月，11 月，3月） 

 
5）広報活動の活性化 

・ホームページによる情報提供を行う． 

・剣道に関する学術情報を英訳し，発信する． 

  ・東京学連剣友連合会大会において広報活動を実施する． 
 
6）会報『ESPRIT』の発行 

会報『ESPRIT 2022』を発行する（10 月発行予定）． 

 
7）ホームページ「KENDO ARCHIVES」の運営 

ホームページ「KENDO ARCHIVES」（http://www.budo.ac/kendo/）を運営する． 

 
8）会費の徴収   

令和 4 年度会費 2,000 円を徴収する． 

 
以上 
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１.収入の部

科 目 前年度決算額 予算額 差異 摘 要

１．前年度繰越金 645,352 756,180 110,828 令和3年度からの繰越金

２．特別会計より組入 0 0 0

３．会員会費 184,000 180,000 -4,000 2,000円×90口

４．本部助成金 100,000 100,000 0 学会本部より助成金

５．広告収入 0 24,000 24,000
ホームページ，バナー広告
2,000円／月，令和4年度分

６. その他 0 0 0
東京学連剣友連合会からの
寄付金なし

７. 利息 11 10 -1

当期収入合計 929,363 1,060,190 130,827
マイナスは前年度決算額よりも予算額が少
ないことを意味する． （単位/円）

２.支出の部

科 目 前年度決算額 予算額 差異 摘 要

１． 研究助成費 30,220 150,000 119,780
第55回大会分科会企画，及び
研究会の助成金

２． 広報活動費 0 30,000 30,000
東京学連剣友連合会大会へ
の広告（ESPRIT2022特別版
提供）

３． 印刷・消耗品費 71,704 80,000 8,296 会報印刷代，事務用品等

４． 通信費 13,864 40,000 26,136 郵送代，切手・はがき代等

５． 会議費 22,275 30,000 7,725
幹事会等会議費，ZOOM使用
料

６． 交通費 0 80,000 80,000 幹事会等交通費

７． 傭人費 35,120 80,000 44,880
事務局および広報活動におけ
るアルバイト

８． 予備費 756,180 570,190 -185,990

当期支出合計 929,363 1,060,190 130,827
マイナスは前年度決算額よりも予算額が少
ないことを意味する． （単位/円）

令和4年度 剣道専門分科会 一般会計予算書 （令和4年4月1日～令和5年3月31日）
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事務局便り 

 
会員の皆様におかれましては，平素より剣道専門分科会の運営に格別のご協力を賜り，厚く御礼申し

上げます．ここに剣道専門分科会会報 ESPRIT2022 を送付させていただくことができました． 
新型コロナウィルス感染症と共存する生活にも慣れ，剣道や研究などの活動も再活性化してきたよう

に感じます．様々な制限がありますが，その制限によってインターネットや動画などを利用する技能を

習得した方も多いと思います．その技能を駆使して，会員内外のネットワークを拡張して，活動をさら

に活性化することも可能です．今後も皆様と共に，本分科会の活動を盛り上げることができれば幸いで

す． 
本誌で掲載させていただきました学会大会での分科会企画の演者の酒井先生は，本会を牽引する卓越

した研究者です．分科会研究会の演者の尾中先生は，多様な経験があり，国際的にもご活躍されていま

す．分科会の皆様の学問的・学際的な活動につながる刺激になれば幸いです．これからも本誌から有益

な情報提供ができればと思っておりますので，皆様からの引き続きのご協力をよろしくお願い申し上げ

ます． 
末筆ではございますが，皆様のご健勝と益々のご活躍をお祈り申し上げます． 

 
事務局長        
奥村 基生（東京学芸大学） 
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